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(57)【要約】
　毛髪上に銅が付着するのを阻害し、毛髪上に付着している銅の除去を促進する方法であ
って、ヒスチジンを有するシャンプー組成物を毛髪に塗布する工程と、毛髪からシャンプ
ー組成物をすすぐ工程と、ヒスチジンを含むコンディショナー組成物を毛髪に塗布する工
程と、毛髪からコンディショナー組成物をすすぐ工程と、を含む、方法。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　毛髪上に銅が付着するのを阻害し、毛髪上に付着した銅の除去を促進する方法であって
、
　ａ．シャンプー組成物を前記毛髪に塗布する工程であって、前記シャンプー組成物が、
　　ｉ．前記シャンプー組成物の０．０２５重量％～０．２５重量％のヒスチジン、
　　ｉｉ．前記シャンプー組成物の２重量％～５０重量％の１つ以上の洗浄性界面活性剤
、及び
　　ｉｉｉ．前記シャンプー組成物の２０重量％～９５重量％の第１の水性担体を含む、
工程と、
　ｂ．前記毛髪から前記シャンプー組成物をすすぐ工程と、
　ｃ．コンディショナー組成物を前記毛髪に塗布する工程であって、前記コンディショナ
ー組成物が、
　　ｉ．前記コンディショナー組成物の０．０２５重量％～０．２５重量％のヒスチジン
、
　　ｉｉ．コンディショナーゲルマトリクスであって、
　　　１．前記コンディショナーゲルマトリクスの０．１重量％～２０重量％の１つ以上
の高融点脂肪族化合物、
　　　２．前記コンディショナーゲルマトリクスの０．１重量％～１０重量％のカチオン
性界面活性剤系、及び
　　　３．前記コンディショナーゲルマトリクスの少なくとも２０重量％の第２の水性担
体を含む、コンディショナーゲルマトリクスを含む、工程と、
　ｄ．前記毛髪から前記コンディショナー組成物をすすぐ工程と、を含む、方法。
【請求項２】
　前記コンディショナー組成物が、前記コンディショナー組成物の０．０５重量％～０．
２重量％のヒスチジンを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記コンディショナー組成物が、前記コンディショナー組成物の０．１重量％～０．１
５重量％のヒスチジンを含む、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記コンディショナー組成物が、１つ以上の追加の有益剤を更に含む、請求項１～３の
いずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記１つ以上の追加の有益剤が、ふけ防止剤、ビタミン、キレート剤、香料、光沢剤、
酵素、感覚剤、誘引剤、抗菌剤、染料、顔料、漂白剤、及びこれらの混合物からなる群か
ら選択される、請求項１～４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記１つ以上の追加の有益剤が、ふけ防止剤である、請求項１～５のいずれか一項に記
載の方法。
【請求項７】
　前記シャンプー組成物が、３．５～５のｐＨを有する、請求項１～６のいずれか一項に
記載の方法。
【請求項８】
　前記シャンプー組成物が、４．２５のｐＨを有する、請求項１～７のいずれか一項に記
載の方法。
【請求項９】
　前記シャンプー組成物が、５．２５～７のｐＨを有する、請求項１～８のいずれか一項
に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第１の水性担体が、水である、請求項１～９のいずれか一項に記載の方法。
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【請求項１１】
　前記シャンプー組成物が、前記シャンプー組成物の０．０５重量％～０．２重量％のヒ
スチジンを含む、請求項１～１０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記シャンプー組成物が、前記シャンプー組成物の０．１重量％～０．１５重量％のヒ
スチジンを含む、請求項１～１１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記シャンプー組成物が、１つ以上の追加の有益剤を更に含む、請求項１～１２のいず
れか一項に記載の方法。
【請求項１４】
　前記１つ以上の追加の有益剤が、ふけ防止剤、ビタミン、キレート剤、香料、光沢剤、
酵素、感覚剤、誘引剤、抗菌剤、染料、顔料、漂白剤、及びこれらの混合物からなる群か
ら選択される、請求項１～１３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１５】
　前記１つ以上の追加の有益剤が、ふけ防止剤である、請求項１～１４のいずれか一項に
記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、毛髪上に銅が付着するのを阻害し、毛髪上に付着した銅の除去を促進する方
法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　パーソナルケア用に消費者によって使用される多くの水源は、高濃度のカルシウム塩及
びマグネシウム塩に加えて、望ましくない濃度のレドックス金属（例えば、銅及び／又は
鉄）塩を含有する。ほとんどのキレート剤は、競合的にカルシウム及び／又はマグネシウ
ムにも結合することから、微量のレドックス金属を封鎖するためにキレート剤を使用する
ことは、多くの場合、効果がないことが明らかになっている。
【０００３】
　これら銅は、ごく微量でも毛髪表面及び毛髪のキューティクル層間に付着し得ることが
見出されている。銅及び鉄等の遷移金属イオンは、染毛処理中及びＵＶ曝露中に、酸化還
元（レドックス）反応を促進し得るため、この銅の毛髪への付着が特に問題となる。これ
ら反応により、反応性酸素種（ＲＯＳ）が発生し、これが今度は毛髪へのダメージを引き
起こし得る。更に、これら反応は、酸化的色形成化学に干渉し、染毛剤のユーザーにとっ
ては色の取り込みの減少につながり得る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　したがって、毛髪上に銅が付着するのを阻害することに加えて、既に毛髪上に付着して
いる銅の除去を促進することができる、改善されたヘアケアレジメンが必要とされている
。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　毛髪上に銅が付着するのを阻害し、毛髪上に付着した銅の除去を促進する方法であって
、（ａ）シャンプー組成物を毛髪に塗布する工程であって、シャンプー組成物が、（ｉ）
シャンプー組成物の約０．０２５重量％～約０．２５重量％のヒスチジン、（ｉｉ）シャ
ンプー組成物の約２重量％～約５０重量％の１つ以上の洗浄性界面活性剤、及び（ｉｉｉ
）シャンプー組成物の約２０重量％～約９５重量％の第１の水性担体を含む、工程と、（
ｂ）毛髪からシャンプー組成物をすすぐ工程と、（ｃ）コンディショナー組成物を毛髪に
塗布する工程であって、コンディショナー組成物が、（ｉ）コンディショナー組成物の約



(4) JP 2017-511358 A 2017.4.20

10

20

30

40

50

０．０２５重量％～約０．２５重量％のヒスチジン、（ｉｉ）ゲルマトリクスであって、
（ｉ）コンディショナー組成物の約０．１重量％～約２０重量％の１つ以上の高融点脂肪
族化合物、（ｉｉ）コンディショナー組成物の約０．１重量％～約１０重量％のカチオン
性界面活性剤系、及び（ｉｉｉ）コンディショナー組成物の少なくとも２０重量％の第２
の水性担体を含む、ゲルマトリクスを含む、工程と、（ｄ）毛髪からコンディショナー組
成物をすすぐ工程と、（ｅ）リーブオントリートメントを毛髪に塗布する工程であって、
（ｉ）リーブオントリートメントの約０．０２５重量％～約０．２５重量％の、エチレン
ジアミン－Ｎ，Ｎ’－ジコハク酸（ＥＤＤＳ）、エチレンジアミン－Ｎ，Ｎ’－ジコハク
酸（ＥＤＤＳ）の誘導体、エチレンジアミン－Ｎ，Ｎ’－ジコハク酸（ＥＤＤＳ）の塩、
及びこれらの混合物からなる群から選択される化合物、（ｉｉ）１つ以上のレオロジー調
整剤、並びに（ｉｉｉ）リーブオントリートメントの少なくとも２０重量％の第３の水性
担体を含む、工程と、を含む、方法。
【発明を実施するための形態】
【０００６】
　本明細書は、本発明を具体的に指摘し、明確に請求する「特許請求の範囲」をもって結
論とするが、本発明は、以下の記載からより深く理解されるものと考えられる。
【０００７】
　本明細書で使用するとき、用語「流体」は、液体及びゲルを含む。
【０００８】
　本明細書で使用するとき、用語「ｌｏｇ　ｘ」は、ｘの常用対数（すなわち１０を底と
する対数）を指す。
【０００９】
　本明細書で使用するとき、「ａ」及び「ａｎ」を含む冠詞は、「特許請求の範囲」で使
用するとき、請求又は記載されているものの１つ又はそれ以上を意味するものと理解され
る。
【００１０】
　本明細書で使用するとき、「含む」とは、最終結果に影響を及ぼさない他の工程及び他
の成分を加えることができることを意味する。この用語には、「からなる」及び「から本
質的になる」という用語が含まれる。
【００１１】
　本明細書で使用するとき、「混合物」は、材料の単純な組み合わせと、結果としてその
ような組み合わせから得ることができる任意の化合物とを含むことを意味する。
【００１２】
　本明細書で使用するとき、「分子量」又は「Ｍ．Ｗｔ．」は、特に記述のない限り、重
量平均分子量を指す。
【００１３】
　本明細書で使用するとき、用語「含む（include、includes、及びincluding）」は非限
定的なものであることを意味し、それぞれ「含む（comprise、comprises、及びcomprisin
g）」を意味するものと理解される。
【００１４】
　百分率、部、及び比は全て、特に指定しない限り、本発明の組成物の総重量に基づく。
全てのこのような重量は、提示された成分に関する場合、活性成分の濃度に基づき、した
がって、市販材料に含まれる場合のある担体又は副生成物は含まない。
【００１５】
　特に記載のない限り、成分又は組成物の濃度は全て、その成分又は組成物の活性部分に
関するものであり、このような成分又は組成物の市販の供給源に存在し得る不純物、例え
ば、残留溶媒又は副生成物は除外される。
【００１６】
　本明細書全体を通じて与えられる全ての最大の数値限定は、あたかもより小さい数値限
定が本明細書に明示的に記載されているかのように、全てのより小さい数値限定を含むこ
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とを理解すべきである。本明細書全体を通じて与えられる全ての最小の数値限定は、あた
かもより大きな数値限定が本明細書に明示的に記載されているかのように、全てのより大
きな数値限定を含む。本明細書全体を通じて与えられる全ての数値範囲は、あたかもより
狭い数値範囲が全て本明細書に明示的に記載されているかのように、より広い数値範囲内
に入る全てのより狭い数値範囲を含む。
【００１７】
　ＥＤＤＳ及びヒスチジン
　ヒスチジン及びエチレンジアミン－Ｎ，Ｎ’－ジコハク酸（ＥＤＤＳ）は、いずれもキ
レート剤である。ヒスチジン及びＥＤＤＳ化合物は、銅の付着の効率的な阻害にとって望
ましい、銅についての高い生成定数ＫＭＬ及びカルシウムについての低い生成定数（以下
の表１を参照）を有し、シャンプー中に０．２５％の濃度まで配合することができること
が見出されている。ヒスチジン及び／又はＥＤＤＳは、シャンプー組成物、コンディショ
ナー組成物、及び／又はリーブオントリートメント中に、シャンプー組成物、コンディシ
ョナー組成物、又はリーブオントリートメントの約０．０２５重量％～約０．２５重量％
、あるいは約０．０５重量％～約０．２重量％、あるいは約０．１重量％～約０．１５重
量％の濃度で存在し得る。
【００１８】
　金属キレート剤相互作用の生成定数は、以下の通り定義される：
【００１９】
【数１】

　式中、
　［ＭＬ］＝平衡時の金属配位子錯体の濃度
　［Ｍ］＝遊離金属イオンの濃度
　［Ｌ］＝完全に脱プロトン化した形態の遊離配位子の濃度
　ＫML＝金属キレート剤錯体の生成定数。
【００２０】
　全ての濃度をモル／ｄｍ3で表す。生成定数は、便宜上、対数として表す。
【００２１】
【表１】

【００２２】
　本明細書に記載するリーブオントリートメントは、適切な銅除去性能をもたらし、かつ
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毛髪への銅の取り込みを低減するのに十分な濃度の、エチレンジアミン－Ｎ，Ｎ’－ジコ
ハク酸（ＥＤＤＳ）、その誘導体及び／又は塩を含む。本明細書で使用するためのＥＤＤ
Ｓ化合物は、遊離酸形態及びその塩であってよい。塩は、アルカリ金属塩、アルカリ土類
金属塩、アンモニウム又は置換アンモニウム塩を含んでよい。ある実施形態では、塩は、
ナトリウム塩、カリウム塩、マグネシウム塩、又はカルシウム塩を含む。ＥＤＤＳのナト
リウム塩の例としては、Ｎａ2ＥＤＤＳ及びＮａ3ＥＤＤＳが挙げられる。
【００２３】
　ＥＤＤＳの酸形態の構造は、以下の通りである：
【００２４】
【化１】

　ＥＤＤＳは、例えば、無水マレイン酸及びエチレンジアミン等の、容易に入手可能で安
価な出発物質から合成することができる。無水マレイン酸及びエチレンジアミンからＥＤ
ＤＳを合成することによって、２つの不斉炭素原子に起因して、３つの光学異性体［Ｒ，
Ｒ］、［Ｓ，Ｓ］、及び「Ｓ，Ｒ］（２５％　Ｓ，Ｓ、５０％　Ｒ，Ｓ、及び２５％　Ｒ
，Ｒ）の混合物を得ることができる。ＥＤＤＳの生分解は、光学異性体特異的であり得、
［Ｓ，Ｓ］異性体が最も迅速かつ広範に分解される。
【００２５】
　本明細書に記載するシャンプー組成物及びコンディショナー組成物は、ヒスチジンを含
む。ヒスチジン化合物とは、以下の一般式（Ｉ）による化合物を意味し、式中、各Ｘは、
独立して、置換又は非置換の、飽和又は不飽和の炭素、好ましくは非置換及び飽和炭素か
ら選択される。
　ｎは、０～１０、好ましくは０～２、より好ましくは０であり、
　Ｒ１は、水素、アルキル、アリール、アリールアルキル、又はアルカリルから選択され
、好ましくは水素又はアルキル、より好ましくは水素であり、
　Ｙは、ヘテロ原子、好ましくは窒素であり、
　Ｑは、存在しないか、水素、アリール又はアルキルから選択され、好ましくは、水素で
あり、
　Ｒ３は、水素、アルキル、アリール、アリールアルキル、又はアルカリルから選択され
、好ましくは水素又はアルキル、より好ましくは水素であり、
　Ｒ４は、水素及びアルキルから独立して選択され、好ましくは水素である。
【００２６】
【化２】

【００２７】
　本明細書において使用するのに好適なヒスチジン化合物としては、ヒスチジン及びヒス
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チジンのエステル誘導体が挙げられる。ヒスチジン化合物は、キラル中心を備え、Ｄ－及
びＬ－型で存在する。本組成物については、Ｄ－及びＬ－型の混合物のように、いずれの
型も許容可能である。
【００２８】
　当業者であれば、標準的技法を用いてヒスチジン化合物を製造することができる。例え
ば、Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ，Ｆｉｆｔｈ　Ｅｄｉｔｉｏｎ，ＴＷ　Ｇｒａ
ｈａｍ　Ｓｏｌｏｍａｎ，Ｊｏｈｎ　Ｗｉｌｅｙ　＆　Ｓｏｎ　Ｉｎｃ（１９９２）１０
９２～１１３６を参照されたい。
【００２９】
　シャンプー組成物
　本明細書に記載する毛髪上に銅が付着するのを阻害し、毛髪上に付着した銅の除去を促
進する方法は、シャンプー組成物を毛髪に塗布する工程を含む。シャンプー組成物は、銅
（すなわち、すすぎに用いられる水由来）の毛髪への付着を阻害することに加えて、消費
者に所望のシャンプー効果をもたらす。
【００３０】
　本明細書に記載するシャンプー組成物は、シャンプー組成物の約０．０２５重量％～約
０．２５重量％、あるいは約０．０５重量％～約０．２重量％、あるいは約０．１重量％
～約０．１５重量％のヒスチジンを含む。本明細書に記載する通りシャンプー組成物を毛
髪に塗布した後、本方法は、次いで、毛髪からシャンプー組成物をすすぐ工程を含む。
【００３１】
　Ａ．洗浄性界面活性剤
　シャンプー組成物は、組成物に洗浄性能を提供する１つ以上の洗浄性界面活性剤を含ん
でよい。そのため、１つ以上の洗浄性界面活性剤は、アニオン性界面活性剤、両性若しく
は双性イオン性界面活性剤、又はこれらの混合物を含んでよい。洗浄性界面活性剤の様々
な例及び説明は、全文が参照によって本明細書に組み込まれる、米国特許第６，６４９，
１５５号、米国特許出願公開第２００８／０３１７６９８号、及び米国特許出願公開第２
００８／０２０６３５５号に記載されている。
【００３２】
　シャンプー組成物中の洗浄性界面活性剤成分の濃度は、所望の洗浄及び起泡性能を提供
するのに十分でなければならず、一般に、約２重量％～約５０重量％、約５重量％～約３
０重量％、約８重量％～約２５重量％、約１０重量％～約２０重量％、約５重量％、約１
０重量％、約１２重量％、約１５重量％、約１７重量％、約１８重量％、又は約２０重量
％の範囲である。
【００３３】
　本組成物で使用するのに好適なアニオン性界面活性剤は、アルキル及びアルキルエーテ
ルサルフェートである。他の好適なアニオン性界面活性剤は、有機硫酸反応生成物の水－
溶性塩である。更に他の好適なアニオン性界面活性剤は、イセチオン酸でエステル化され
、水酸化ナトリウムで中和された脂肪酸の反応生成物である。他の類似のアニオン性界面
活性剤は、全文が参照によって本明細書に組み込まれる、米国特許第２，４８６，９２１
号、同第２，４８６，９２２号、及び同第２，３９６，２７８号に記載されている。
【００３４】
　シャンプー組成物において使用するための例示的なアニオン性界面活性剤としては、ラ
ウリル硫酸アンモニウム、ラウレス硫酸アンモニウム、ラウリル硫酸トリエチルアミン、
ラウレス硫酸トリエチルアミン、ラウリル硫酸トリエタノールアミン、ラウレス硫酸トリ
エタノールアミン、ラウリル硫酸モノエタノールアミン、ラウレス硫酸モノエタノールア
ミン、ラウリル硫酸ジエタノールアミン、ラウレス硫酸ジエタノールアミン、ラウリルモ
ノグリセリド硫酸ナトリウム、ラウリル硫酸ナトリウム、ラウレス硫酸ナトリウム、ラウ
リル硫酸カリウム、ラウレス硫酸カリウム、ラウリルサルコシン酸ナトリウム、ラウロイ
ルサルコシン酸ナトリウム、ラウリルサルコシン、ココイルサルコシン、ココイル硫酸ア
ンモニウム、ラウロイル硫酸アンモニウム、ココイル硫酸ナトリウム、ラウロイル硫酸ナ
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トリウム、ココイル硫酸カリウム、ラウリル硫酸カリウム、ラウリル硫酸トリエタノール
アミン、ラウリル硫酸トリエタノールアミン、ココイル硫酸モノエタノールアミン、ラウ
リル硫酸モノエタノールアミン、トリデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム、ドデシルベ
ンゼンスルホン酸ナトリウム、ココイルイセチオン酸ナトリウム、及びこれらの組み合わ
せが挙げられる。更なる実施形態では、アニオン性界面活性剤は、ラウリル硫酸ナトリウ
ム又はラウレス硫酸ナトリウムである。
【００３５】
　本明細書のシャンプー組成物において使用するのに好適な両性又は双性イオン性界面活
性剤としては、シャンプー又は他のパーソナルケア洗浄における使用が公知のものが挙げ
られる。このような両性界面活性剤の濃度は、約０．５重量％～約２０重量％、及び約１
重量％～約１０重量％の範囲である。好適な双性イオン性又は両性界面活性剤の非限定的
な例は、全文が参照によって本明細書に組み込まれる米国特許第５，１０４，６４６号及
び同第５，１０６，６０９号に記載されている。
【００３６】
　シャンプー組成物において使用するのに好適な両性洗浄性界面活性剤としては、脂肪族
ラジカルが直鎖又は分枝鎖であってよく、脂肪族置換基のうちの１つが約８～約１８個の
炭素原子を有し、１つが、アニオン性基、例えば、カルボキシ、スルホネート、サルフェ
ート、ホスフェート、又はホスホネートを含有する、脂肪族二級及び三級アミンの誘導体
として大まかに記載される界面活性剤が挙げられる。本発明のシャンプー組成物において
使用するための例示的な両性洗浄性界面活性剤としては、ココアンホアセテート、ココア
ンホジアセテート、ラウロアンホアセテート、ラウロアンホジアセテート、及びこれらの
混合物が挙げられる。
【００３７】
　シャンプー組成物において使用するのに好適な双性イオン性洗浄性界面活性剤としては
、脂肪族ラジカルが直鎖又は分枝鎖であってよく、脂肪族置換基のうちの１つが約８～約
１８個の炭素原子を有し、１つが、アニオン性基、例えば、カルボキシ、スルホネート、
サルフェート、ホスフェート、又はホスホネートを含有する、脂肪族四級アンモニウム、
ホスホニウム、及びスルホニウム化合物の誘導体として大まかに記載される界面活性剤が
挙げられる。別の実施形態では、ベタイン等の双性イオンが選択される。
【００３８】
　シャンプー組成物において使用するのに好適な他のアニオン性、双性イオン性、両性、
又は任意の追加の界面活性剤の非限定的な例は、全文が参照によって本明細書に組み込ま
れる、Ｍ．Ｃ．Ｐｕｂｌｉｓｈｉｎｇ　Ｃｏ．，により刊行されたＭｃＣｕｔｃｈｅｏｎ
’ｓ，Ｅｍｕｌｓｉｆｉｅｒｓ　ａｎｄ　Ｄｅｔｅｒｇｅｎｔｓ，１９８９　Ａｎｎｕａ
ｌ、及び米国特許第３，９２９，６７８号、同第２，６５８，０７２号、同第２，４３８
，０９１号、同第２，５２８，３７８号に記載されている。
【００３９】
　また、シャンプー組成物は、本明細書に記載するシャンプーゲルマトリクス、水性担体
、及び他の追加の成分も含んでよい。
【００４０】
　Ｂ．水性担体
　シャンプー組成物は、第１の水性担体を含む。したがって、シャンプー組成物の製剤は
、（周囲条件下で）注ぐことが可能な液体の形態であってよい。したがって、このような
組成物は、典型的に、第１の水性担体を含み、これは、少なくとも２０重量％、約２０重
量％～約９５重量％、又は約６０重量％～約８５重量％の濃度で存在する。第１の水性担
体は、水、又は水と有機溶媒との混和性混合物を含んでよく、１つの態様では、他の成分
の微量成分として組成物中に偶発的に組み込まれる場合を除き、最小限の又は非常に低い
濃度の有機溶媒しか含まない水を含み得る。
【００４１】
　シャンプー組成物において有用な第１の水性担体としては、水、及び低級アルキルアル
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コールと多価アルコールとの水溶液が挙げられる。本明細書において有用な低級アルキル
アルコールは、１～６個の炭素を有する一価アルコール、１つの態様では、エタノール及
びイソプロパノールである。本明細書において有用な多価アルコールとしては、プロピレ
ングリコール、ヘキシレングリコール、グリセリン、及びプロパンジオールが挙げられる
。
【００４２】
　Ｃ．シャンプーゲルマトリクス
　本明細書に記載するシャンプー組成物は、シャンプーゲルマトリクスを含んでよい。シ
ャンプーゲルマトリクスは、（ｉ）シャンプーゲルマトリクスの約０．１重量％～約２０
重量％、あるいは約０．５重量％～約１４重量％、あるいは約１重量％～約１０重量％、
あるいは約６重量％～約８重量％の１つ以上の脂肪アルコールと、（ｉｉ）シャンプーゲ
ルマトリクスの約０．１重量％～約１０重量％の１つ以上のシャンプーゲルマトリクス界
面活性剤と、（ｉｉｉ）シャンプーゲルマトリクスの約２０重量％～約９５重量％、ある
いは約６０重量％～約８５重量％の水性担体と、を含む。
【００４３】
　本明細書において有用な脂肪アルコールは、約１０～約４０個の炭素原子、約１２～約
２２個の炭素原子、約１６～約２２個の炭素原子、又は約１６～約１８個の炭素原子を有
するものである。これら脂肪アルコールは、直鎖又は分枝鎖アルコールであってよく、飽
和又は不飽和であってよい。脂肪アルコールの非限定的な例としては、セチルアルコール
、ステアリルアルコール、ベヘニルアルコール、及びこれらの混合物が挙げられる。約２
０：８０～約８０：２０の比のセチルアルコールとステアリルアルコールとの混合物が好
適である。
【００４４】
　シャンプーゲルマトリクスの界面活性剤は、本明細書における「Ａ」の項に記載した洗
浄性界面活性剤のいずれかであってよい。
【００４５】
　水性担体は、水、又は水と有機溶媒との混和性混合物を含んでよく、１つの態様では、
他の成分の微量成分として組成物中に偶発的に組み込まれる場合を除き、最小限の又は非
常に低い濃度の有機溶媒しか含まない水を含み得る。
【００４６】
　本明細書において有用な水性担体としては、水、及び低級アルキルアルコールと多価ア
ルコールとの水溶液が挙げられる。本明細書において有用な低級アルキルアルコールは、
１～６個の炭素を有する一価アルコール、１つの態様では、エタノール及びイソプロパノ
ールである。本明細書において有用な例示的な多価アルコールとしては、プロピレングリ
コール、ヘキシレングリコール、グリセリン、及びプロパンジオールが挙げられる。
【００４７】
　コンディショナー組成物
　本明細書に記載する毛髪上に銅が付着するのを阻害し、毛髪上に付着した銅の除去を促
進する方法は、毛髪からシャンプー組成物をすすいだ後にコンディショナー組成物を毛髪
に塗布する工程を含む。本明細書に記載するコンディショナー組成物は、銅（すなわち、
すすぎに用いられる水由来）の毛髪への付着を阻害することに加えて、消費者に所望のコ
ンディショニング効果をもたらす。
【００４８】
　本明細書に記載するコンディショナー組成物は、（ｉ）コンディショナー組成物の約０
．０２５重量％～約０．２５重量％、あるいは約０．０５重量％～約０．２重量％、ある
いは約０．１重量％～約０．１５重量％のヒスチジンと、（ｉｉ）コンディショナーゲル
マトリクスとを含む。本明細書に記載する通りコンディショナー組成物を毛髪に塗布した
後、本方法は、次いで、毛髪からコンディショナー組成物をすすぐ工程を含む。また、コ
ンディショナー組成物は、（１）１つ以上の高融点脂肪族化合物と、（２）カチオン性界
面活性剤系と、（３）第２の水性担体とを含むコンディショナーゲルマトリクスも含む。
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【００４９】
　Ａ．カチオン性界面活性剤系
　コンディショナー組成物のコンディショナーゲルマトリクスは、カチオン性界面活性剤
系を含む。カチオン性界面活性剤系は、１つのカチオン性界面活性剤であってもよく、又
は２つ以上のカチオン性界面活性剤の混合物であってもよい。カチオン性界面活性剤系は
、モノ長鎖アルキル四級化アンモニウム塩；モノ長鎖アルキル四級化アンモニウム塩とジ
長鎖アルキル四級化アンモニウム塩との組み合わせ；モノ長鎖アルキルアミドアミン塩；
モノ長鎖アルキルアミドアミン塩とジ長鎖アルキル四級化アンモニウム塩との組み合わせ
、モノ長鎖アルキルアミドアミン塩とモノ長鎖アルキル四級化アンモニウム塩との組み合
わせから選択してよい。
【００５０】
　カチオン性界面活性剤系は、約０．１重量％～約１０重量％、約０．５重量％～約８重
量％、約０．８重量％～約５重量％、及び約１．０重量％～約４重量％の濃度で組成物中
に含まれ得る。
【００５１】
　モノ長鎖アルキル四級化アンモニウム塩
　本明細書において有用なモノアルキル四級化アンモニウム塩カチオン性界面活性剤は、
約２２個の炭素原子を有する１本の長いアルキル鎖、１つの実施形態では、Ｃ２２アルキ
ル基を有するものである。窒素に結合している残りの基は、独立して、１～約４個の炭素
原子を有するアルキル基、又は約４個以下の炭素原子を有するアルコキシ基、ポリオキシ
アルキレン基、アルキルアミド基、ヒドロキシアルキル基、アリール基、若しくはアルキ
ルアリール基から選択される。
【００５２】
　本明細書において有用なモノ長鎖アルキル四級化アンモニウム塩は、式（Ｉ）：
【００５３】
【化３】

　（式中、Ｒ75、Ｒ76、Ｒ77、及びＲ78のうちの１つは、２２個の炭素原子を有するアル
キル基、又は約３０個以下の炭素原子を有する芳香族、アルコキシ、ポリオキシアルキレ
ン、アルキルアミド、ヒドロキシアルキル、アリール、若しくはアルキルアリール基から
選択され；Ｒ75、Ｒ76、Ｒ77、及びＲ78の残りは、独立して、１～約４個の炭素原子を有
するアルキル基、又は約４個以下の炭素原子を有するアルコキシ、ポリオキシアルキレン
、アルキルアミド、ヒドロキシアルキル、アリール、若しくはアルキルアリール基から選
択され；Ｘ-は、ハロゲン（例えば、塩化物、臭化物）、酢酸、クエン酸、乳酸、グリコ
ール酸、リン酸、硝酸、スルホン酸、硫酸、アルキル硫酸、及びアルキルスルホン酸ラジ
カルから選択されるもの等の塩形成アニオンである）を有するものである。アルキル基は
、炭素原子及び水素原子に加えて、エーテル結合及び／又はエステル結合、並びにアミノ
基等の他の基を含有してもよい。より長鎖のアルキル基、例えば、約２２個以上の炭素を
有するものは、飽和又は不飽和であってよい。Ｒ75、Ｒ76、Ｒ77及びＲ78のうちの１つは
、約２２個の炭素原子を有するアルキル基から選択してよく、Ｒ75、Ｒ76、Ｒ77及びＲ78

の残りは、独立して、ＣＨ3、Ｃ2Ｈ5、Ｃ2Ｈ4ＯＨ、及びこれらの混合物から選択され、
Ｘは、Ｃｌ、Ｂｒ、ＣＨ3ＯＳＯ3、Ｃ2Ｈ5ＯＳＯ3、及びこれらの混合物から選択される
。
【００５４】
　このようなモノ長鎖アルキル四級化アンモニウム塩カチオン性界面活性剤の非限定的な
例としては、ベヘニルトリメチルアンモニウム塩が挙げられる。



(11) JP 2017-511358 A 2017.4.20

10

20

30

40

50

【００５５】
　モノ長鎖アルキルアミドアミン塩
　モノ長鎖アルキルアミンも、カチオン性界面活性剤として好適である。一級、二級、及
び三級脂肪族アミンが有用である。特に有用なのは、炭素数約２２のアルキル基を有する
三級アミドアミンである。例示的な三級アミドアミンとしては、ベヘンアミドプロピルジ
メチルアミン、ベヘンアミドプロピルジエチルアミン、ベヘンアミドエチルジエチルアミ
ン、ベヘンアミドエチルジメチルアミンが挙げられる。本発明において有用なアミンは、
米国特許第４，２７５，０５５号（Ｎａｃｈｔｉｇａｌら）に開示されている。これらア
ミンは、Ｌ－グルタミン酸、乳酸、塩酸、コハク酸、酢酸、フマル酸、酒石酸、クエン酸
、Ｌ－グルタミン酸塩酸塩、マレイン酸、及びこれらの混合物等；１つの実施形態では、
Ｌ－グルタミン酸、乳酸、及び／又はクエン酸等の酸と併用してもよい。本明細書におけ
るアミンは、アミンの酸に対するモル比が約１：０．３～約１：２、及び／又は約１：０
．４～約１：１で、酸のいずれかによって部分的に中和され得る。
【００５６】
　ジ長鎖アルキル四級化アンモニウム塩
　ジ長鎖アルキル四級化アンモニウム塩は、モノ長鎖アルキル四級化アンモニウム塩又は
モノ長鎖アルキルアミドアミン塩と組み合わせてよい。このような組み合わせは、モノア
ルキル四級化アンモニウム塩又はモノ長鎖アルキルアミドアミン塩の単独使用と比べて、
すすぎが容易であるという感触を与えることができると考えられる。モノ長鎖アルキル四
級化アンモニウム塩又はモノ長鎖アルキルアミドアミン塩とのこのような組み合わせでは
、ジ長鎖アルキル四級化アンモニウム塩は、カチオン性界面活性剤系中のジアルキル四級
化アンモニウム塩の重量％が、約１０％～約５０％、及び／又は約３０％～約４５％の範
囲となるような濃度で用いられる。
【００５７】
　本明細書において有用なジ長鎖アルキル四級化アンモニウム塩カチオン性界面活性剤は
、約２２個の炭素原子を有する２本の長いアルキル鎖を有するものである。窒素に結合し
ている残りの基は、独立して、１～約４個の炭素原子を有するアルキル基、又は約４個以
下の炭素原子を有するアルコキシ基、ポリオキシアルキレン基、アルキルアミド基、ヒド
ロキシアルキル基、アリール基、若しくはアルキルアリール基から選択される。
【００５８】
　本明細書において有用なジ長鎖アルキル四級化アンモニウム塩は、以下の式（ＩＩ）：
【００５９】
【化４】

　（式中、Ｒ75、Ｒ76、Ｒ77、及びＲ78のうちの２つは、２２個の炭素原子を有するアル
キル基、又は約３０個以下の炭素原子を有する芳香族、アルコキシ、ポリオキシアルキレ
ン、アルキルアミド、ヒドロキシアルキル、アリール、若しくはアルキルアリール基から
選択され；Ｒ75、Ｒ76、Ｒ77、及びＲ78の残りは、独立して、１～約４個の炭素原子を有
するアルキル基、又は約４個以下の炭素原子を有するアルコキシ、ポリオキシアルキレン
、アルキルアミド、ヒドロキシアルキル、アリール、若しくはアルキルアリール基から選
択され；Ｘ-は、ハロゲン（例えば、塩化物、臭化物）、酢酸、クエン酸、乳酸、グリコ
ール酸、リン酸、硝酸、スルホン酸、硫酸、アルキル硫酸、及びアルキルスルホン酸ラジ
カルから選択されるもの等の塩形成アニオンである）を有するものである。アルキル基は
、炭素原子及び水素原子に加えて、エーテル結合及び／又はエステル結合、並びにアミノ
基等の他の基を含有してもよい。より長鎖のアルキル基、例えば、約２２個以上の炭素を
有するものは、飽和又は不飽和であってよい。Ｒ75、Ｒ76、Ｒ77及びＲ78のうちの１つは
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、約２２個の炭素原子を有するアルキル基から選択してよく、Ｒ75、Ｒ76、Ｒ77及びＲ78

の残りは、独立して、ＣＨ3、Ｃ2Ｈ5、Ｃ2Ｈ4ＯＨ、及びこれらの混合物から選択され、
Ｘは、Ｃｌ、Ｂｒ、ＣＨ3ＯＳＯ3、Ｃ2Ｈ5ＯＳＯ3、及びこれらの混合物から選択される
。
【００６０】
　このようなジアルキル四級化アンモニウム塩カチオン性界面活性剤としては、例えば、
ジアルキル（Ｃ２２）ジメチルアンモニウムクロリド、ジタローアルキルジメチルアンモ
ニウムクロリド、二水素化タローアルキルジメチルアンモニウムクロリドが挙げられる。
また、このようなジアルキル四級化アンモニウム塩カチオン性界面活性剤としては、例え
ば、不斉ジアルキル四級化アンモニウム塩カチオン性界面活性剤も挙げられる。
【００６１】
　Ｂ．高融点脂肪族化合物
　コンディショナー組成物のコンディショナーゲルマトリクスは、１つ以上の高融点脂肪
族化合物を含む。本明細書において有用な高融点脂肪族化合物は、２５℃以上の融点を有
してよく、脂肪アルコール、脂肪酸、脂肪アルコール誘導体、脂肪酸誘導体、及びこれら
の混合物からなる群から選択される。当業者は、本明細書のこの項に開示する化合物が、
場合によっては、２つ以上の分類に属する場合があり、例えば、幾つかの脂肪アルコール
誘導体は、脂肪酸誘導体としても分類され得ることを理解している。しかし、所与の分類
は、その特定の化合物を限定することを意図するものではなく、分類及び命名法の便宜上
そのようになされているものである。更に、当業者は、二重結合の数と位置、及び分枝の
長さと位置によっては、特定の炭素原子を有する特定の化合物が、２５℃未満の融点を有
し得ることを理解している。このような低融点の化合物は、この項には含まれないことを
意図する。高融点化合物の非限定的な例は、Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｃｏｓｍｅｔ
ｉｃ　Ｉｎｇｒｅｄｉｅｎｔ　Ｄｉｃｔｉｏｎａｒｙ，Ｆｉｆｔｈ　Ｅｄｉｔｉｏｎ，１
９９３及びＣＴＦＡ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｉｎｇｒｅｄｉｅｎｔ　Ｈａｎｄｂｏｏｋ，Ｓ
ｅｃｏｎｄ　Ｅｄｉｔｉｏｎ，１９９２に見出される。
【００６２】
　様々な高融点脂肪族化合物のうち、脂肪アルコールがコンディショナー組成物において
使用するに好適である。本明細書において有用な脂肪アルコールは、約１４～約３０個の
炭素原子、約１６～約２２個の炭素原子を有するものである。これら脂肪アルコールは飽
和しており、直鎖又は分枝鎖アルコールであってよい。好適な脂肪アルコールとしては、
例えば、セチルアルコール、ステアリルアルコール、ベヘニルアルコール、及びこれらの
混合物が挙げられる。
【００６３】
　高純度の単一化合物の高融点脂肪族化合物を使用してよい。純粋なセチルアルコール、
ステアリルアルコール、及びベヘニルアルコールの群から選択される、純粋な脂肪アルコ
ールの単一化合物を使用してもよい。本明細書において、「純粋な」とは、化合物が、少
なくとも約９０％及び／又は少なくとも約９５％の純度を有することを意味する。これら
高純度の単一化合物は、消費者が組成物をすすぎ落とすときに、毛髪からの優れたすすぎ
やすさをもたらす。
【００６４】
　高融点脂肪族化合物は、例えば、濡れた毛髪に塗布している間のツルツル感、乾いた毛
髪における柔らかさ及びしっとり感等の改善されたコンディショニング効果をもたらすこ
とを考慮して、組成物の約０．１重量％～約２０重量％、あるいは約１重量％～約１５重
量％、あるいは約１．５重量％～約８重量％の濃度でコンディショナー組成物中に含まれ
得る。
【００６５】
　Ｃ．水性担体
　コンディショナー組成物のコンディショナーゲルマトリクスは、第２の水性担体を含む
。したがって、コンディショナー組成物の製剤は、（周囲条件下で）注ぐことが可能な液
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体の形態であってよい。したがって、このような組成物は、典型的に、第２の水性担体を
含み、これは、約２０重量％～約９５重量％、又は約６０重量％～約８５重量％の濃度で
存在する。第２の水性担体は、水、又は水と有機溶媒との混和性混合物を含んでよく、１
つの態様では、他の成分の微量成分として組成物中に偶発的に組み込まれる場合を除き、
最小限の又は非常に低い濃度の有機溶媒しか含まない水を含み得る。
【００６６】
　コンディショナー組成物において有用な第２の水性担体としては、水、及び低級アルキ
ルアルコールと多価アルコールとの水溶液が挙げられる。本明細書において有用な低級ア
ルキルアルコールは、１～６個の炭素を有する一価アルコール、１つの態様では、エタノ
ール及びイソプロパノールである。本明細書において有用な多価アルコールとしては、プ
ロピレングリコール、ヘキシレングリコール、グリセリン、及びプロパンジオールが挙げ
られる。
【００６７】
　リーブオントリートメント
　本明細書に記載する毛髪上に銅が付着するのを阻害し、毛髪上に付着した銅の除去を促
進する方法は、毛髪からコンディショナーをすすいだ後にリーブオントリートメントを前
記毛髪に塗布する工程も含んでよい。本明細書に記載するリーブオントリートメントは、
銅（すなわち、すすぎに用いられる水由来）の毛髪への付着を阻害することに加えて、消
費者に所望のコンディショニング効果をもたらし得る。
【００６８】
　本明細書に記載するリーブオントリートメントは、リーブオントリートメントの約０．
０２５重量％～約０．２５重量％、あるいは約０．０５重量％～約０．２重量％、あるい
は約０．１重量％～約０．１５重量％の、エチレンジアミン－Ｎ，Ｎ’－ジコハク酸（Ｅ
ＤＤＳ）、エチレンジアミン－Ｎ，Ｎ’－ジコハク酸（ＥＤＤＳ）の誘導体、エチレンジ
アミン－Ｎ，Ｎ’－ジコハク酸（ＥＤＤＳ）の塩、及びこれらの混合物からなる群から選
択される化合物を含んでよい。また、リーブオントリートメントは、（１）１つ以上のレ
オロジー調整剤と、（２）第３の水性担体とを含む。
【００６９】
　Ａ．レオロジー調整剤
　１つの実施形態では、リーブオントリートメントは、より良好な感触、使用時の特性、
及び組成物の懸濁安定性のために組成物のレオロジー特性を調整する１つ以上のレオロジ
ー調整剤を含んでよい。例えば、組成物が保管及び輸送中に均一のままであるように、ま
た、使用中に身体の他の領域、衣類、又は家具に不所望に滴ることのないように、レオロ
ジー特性を調整する。任意の好適なレオロジー調整剤を使用してよい。ある実施形態では
、リーブオントリートメントは、約０．０１％～約３％、あるいは約０．１％～約１％の
レオロジー調整剤を含んでよい。
【００７０】
　１つ以上のレオロジー調整剤は、ポリアクリルアミド増粘剤、カチオン変性多糖類、会
合性増粘剤、及びこれらの混合物からなる群から選択してよい。会合性増粘剤は、様々な
物質分類、例えば、疎水変性セルロース誘導体；疎水変性アルコキシ化ウレタンポリマー
、例えば、ＰＥＧ－１５０／デシルアルコール／ＳＭＤＩコポリマー、ＰＥＧ－１５０／
ステアリルアルコール／ＳＭＤＩコポリマー、ポリウレタン－３９；疎水変性アルカリ膨
潤性エマルション、例えば、疎水変性ポリポリアクリレート、疎水変性ポリアクリル酸、
及び疎水変性ポリアクリルアミド；疎水変性ポリエーテルを含む。これら物質は、セチル
、ステアリル、オレオイル、及びこれらの組み合わせから選択することができる疎水性物
質と、１０～３００個、あるいは３０～２００個、あるいは４０～１５０個の繰り返し単
位を有する繰り返しエチレンオキシド基の親水性部分とを有し得る。この分類の例として
は、ＰＥＧ－１２０－メチルグルコースジオレエート、ＰＥＧ－（４０又は６０）ソルビ
タンテトラオレエート、ＰＥＧ－１５０ペンタエリスリチルテトラステアレート、ＰＥＧ
－５５プロピレングリコールオレエート、ＰＥＧ－１５０ジステアレートが挙げられる。
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【００７１】
　追加のレオロジー調整剤の非限定的な例としては、アクリルアミド／アンモニウムアク
リレートコポリマー（及び）ポリイソブテン（及び）ポリソルベート２０；アクリルアミ
ド／アクリロイルジメチルタウリン塩ナトリウムコポリマー／イソヘキサデカン／ポリソ
ルベート８０；アクリレートコポリマー；アクリレート／ベヘネス－２５メタクリレート
コポリマー；アクリレート／Ｃ１０～Ｃ３０アルキルアクリレートクロスポリマー；アク
リレート／ステアレス－２０イタコネートコポリマー；アンモニウムポリアクリレート／
イソヘキサデカン／ＰＥＧ－４０ヒマシ油；Ｃ１２～Ｃ１６アルキルＰＥＧ－２ヒドロキ
シプロピルヒドロキシエチルエチルセルロース（ＨＭ－ＥＨＥＣ）；カルボマー；架橋ポ
リビニルピロリドン（ＰＶＰ）；ジベンジリデンソルビトール；ヒドロキシエチルエチル
セルロース（ＥＨＥＣ）；ヒドロキシプロピルメチルセルロース（ＨＰＭＣ）；ヒドロキ
シプロピルメチルセルロース（ＨＰＭＣ）；ヒドロキシプロピルセルロース（ＨＰＣ）；
メチルセルロース（ＭＣ）；メチルヒドロキシエチルセルロース（ＭＥＨＥＣ）；ＰＥＧ
－１５０／デシルアルコール／ＳＭＤＩコポリマー；ＰＥＧ－１５０／ステアリルアルコ
ール／ＳＭＤＩコポリマー；ポリアクリルアミド／Ｃ１３～１４イソパラフィン／ラウレ
ス－７；ポリアクリレート１３／ポリイソブテン／ポリソルベート２０；ポリアクリレー
トクロスポリマー６；ポリアミド－３；ポリクオタニウム－３７（及び）水素添加ポリデ
セン（及び）トリデセス－６；ポリウレタン－３９；ナトリウムアクリレート／アクリロ
イルジメチルタウレート／ジメチルアクリルアミド；クロスポリマー（及び）イソヘキサ
デカン（及び）ポリソルベート６０；ポリアクリル酸ナトリウムが挙げられる。例示的な
市販のレオロジー調整剤としては、ＡＣＵＬＹＮ（商標）２８、Ｋｌｕｃｅｌ　Ｍ　ＣＳ
、Ｋｌｕｃｅｌ　Ｈ　ＣＳ、Ｋｌｕｃｅｌ　Ｇ　ＣＳ、ＳＹＬＶＡＣＬＥＡＲ　ＡＦ１９
００Ｖ、ＳＹＬＶＡＣＬＥＡＲ　ＰＡ１２００Ｖ、Ｂｅｎｅｃｅｌ　Ｅ１０Ｍ、Ｂｅｎｅ
ｃｅｌ　Ｋ３５Ｍ、Ｏｐｔａｓｅｎｓｅ　ＲＭＣ７０、ＡＣＵＬＹＮ（商標）３３、ＡＣ
ＵＬＹＮ（商標）４６、ＡＣＵＬＹＮ（商標）２２、ＡＣＵＬＹＮ（商標）４４、Ｃａｒ
ｂｏｐｏｌ　Ｕｌｔｒｅｚ　２０、Ｃａｒｂｏｐｏｌ　Ｕｌｔｒｅｚ　２１、Ｃａｒｂｏ
ｐｏｌ　Ｕｌｔｒｅｚ　１０、Ｃａｒｂｏｐｏｌ　１３４２、Ｓｅｐｉｇｅｌ（商標）３
０５、Ｓｉｍｕｌｇｅｌ（商標）６００、Ｓｅｐｉｍａｘ　Ｚｅｎ、及び／又はこれらの
組み合わせが挙げられる。
【００７２】
　Ｂ．水性担体
　リーブオントリートメントは、第３の水性担体を含んでよい。したがって、リーブオン
トリートメントの製剤は、（周囲条件下で）注ぐことが可能な液体の形態であってよい。
したがって、このような組成物は、典型的に、第３の水性担体を含み、これは、少なくと
も２０重量％、約２０重量％～約９５重量％、又は約６０重量％～約８５重量％の濃度で
存在する。第３の水性担体は、水、又は水と有機溶媒との混和性混合物を含んでよく、１
つの態様では、他の成分の微量成分として組成物中に偶発的に組み込まれる場合を除き、
最小限の又は非常に低い濃度の有機溶媒しか含まない水を含み得る。
【００７３】
　リーブオントリートメントにおいて有用な第３の水性担体としては、水、及び低級アル
キルアルコールと多価アルコールとの水溶液が挙げられる。本明細書において有用な低級
アルキルアルコールは、１～６個の炭素を有する一価アルコール、１つの態様では、エタ
ノール及びイソプロパノールである。本明細書において有用な多価アルコールとしては、
プロピレングリコール、ヘキシレングリコール、グリセリン、及びプロパンジオールが挙
げられる。
【００７４】
　ｐＨ
　シャンプー組成物、コンディショナー組成物、及び／又はリーブオントリートメントは
、２５℃で約２～約１０の範囲のｐＨを有してよい。ある実施形態では、シャンプー組成
物、コンディショナー組成物、及び／又はリーブオントリートメントは、約２～約６、あ
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るいは約３．５～約５、あるいは約５．２５～約７の範囲のｐＨを有してよく、これは、
毛髪上に既に付着している銅及びレドックス金属を可溶化するのに役立ち得る。したがっ
て、シャンプー組成物、コンディショナー組成物、及び／又はリーブオントリートメント
は、存在する銅及びレドックス金属付着物を洗い流すのにも有効であり得、これにより、
キューティクルの変形を低減して、キューティクルの欠け落ち（chipping）及びダメージ
を低減することができる。ある実施形態では、シャンプー組成物及び／又はコンディショ
ニング組成物は、緩衝剤として作用するクエン酸を含んでよい。
【００７５】
　追加の成分
　本明細書に記載するシャンプー組成物、コンディショナー組成物、及び／又はリーブオ
ントリートメント（ヘアケア組成物）は、本明細書に記載する必須成分と物理的及び化学
的に適合するか、又は製品の安定性、審美性、若しくは性能を過度に損なわせない限り、
任意に、ヘアケア又はパーソナルケア製品において使用することが公知の１つ以上の追加
の成分を含んでよい。このような追加の成分は、最も典型的には、ＣＴＦＡ　Ｃｏｓｍｅ
ｔｉｃ　Ｉｎｇｒｅｄｉｅｎｔ　Ｈａｎｄｂｏｏｋ，Ｓｅｃｏｎｄ　Ｅｄｉｔｉｏｎ，Ｔ
ｈｅ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ，Ｔｏｉｌｅｔｒｉｅｓ，ａｎｄ　Ｆｒａｇｒａｎｃｅ　Ａｓｓ
ｏｃｉａｔｉｏｎ，Ｉｎｃ．１９８８，１９９２等の参考文献に記載されているものであ
る。このような追加の成分の個々の濃度は、ヘアケア組成物の約０．００１重量％～約１
０重量％の範囲であり得る。
【００７６】
　ヘアケア組成物において使用するための追加の成分の非限定的な例としては、コンディ
ショニング剤（例えば、シリコーン、炭化水素油、脂肪酸エステル）、天然カチオン性付
着ポリマー、合成カチオン性付着ポリマー、ふけ防止剤、粒子、懸濁剤、パラフィン系炭
化水素、噴射剤、粘度調整剤、染料、不揮発性溶媒又は希釈剤（水溶性及び水不溶性）、
真珠光沢助剤、起泡増進剤、追加の界面活性剤又は非イオン性補助界面活性剤、殺シラミ
剤、ｐＨ調整剤、香料、保存剤、タンパク質、皮膚活性剤、日焼け止め剤、ＵＶ吸収剤、
及びビタミンが挙げられる。
【００７７】
　１．コンディショニング剤
　ヘアケア組成物は、１つ以上のコンディショニング剤を含んでよい。コンディショニン
グ剤としては、毛髪及び／又は皮膚に特定のコンディショニング効果を与えるために使用
される物質が挙げられる。本発明のヘアケア組成物において有用なコンディショニング剤
は、典型的に、乳化液体粒子を形成する非水溶性の水分散性不揮発性液体を含む。ヘアケ
ア組成物において使用するのに好適なコンディショニング剤は、一般に、シリコーン（例
えば、シリコーン油、カチオン性シリコーン、シリコーンゴム、高屈折率シリコーン、及
びシリコーン樹脂）、有機コンディショニング油（例えば、炭化水素油、ポリオレフィン
、及び脂肪酸エステル）、若しくはこれらの組み合わせを特徴とするコンディショニング
剤、又は他の方法で水性界面活性剤マトリックス中に液体分散粒子を形成するコンディシ
ョニング剤である。
【００７８】
　１つ以上のコンディショニング剤が、組成物の約０．０１重量％～約１０重量％、約０
．１重量％～約８重量％、及び約０．２重量％～約４重量％存在する。
【００７９】
　ａ．シリコーン
　ヘアケア組成物のコンディショニング剤は、不溶性シリコーンコンディショニング剤で
あってよい。シリコーンコンディショニング剤粒子は、揮発性シリコーン、不揮発性シリ
コーン、又はこれらの組み合わせを含み得る。１つの実施形態では、コンディショニング
剤は、不揮発性シリコーンコンディショニング剤である。揮発性シリコーンが存在する場
合、典型的には、シリコーンゴム及び樹脂等の市販の形態の不揮発性シリコーン物質成分
用の溶媒又は担体としての使用に付随するものである。シリコーンコンディショニング剤
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粒子は、シリコーン流体コンディショニング剤を含んでよく、また、シリコーン流体の付
着効率を改善するか又は毛髪の光沢を向上させるためにシリコーン樹脂等の他の成分も含
んでよい。
【００８０】
　シリコーンコンディショニング剤の濃度は、典型的に、ヘアケア組成物の約０．０１重
量％～約１０重量％、約０．１重量％～約８重量％、約０．１重量％～約５重量％、及び
約０．２重量％～約３重量％の範囲である。好適なシリコーンコンディショニング剤の非
限定的な例、及びシリコーンのための任意の懸濁剤は、参照によって本明細書に組み込ま
れる米国再発行特許第３４，５８４号、米国特許第５，１０４，６４６号、及び同第５，
１０６，６０９号に記載されている。ヘアケア組成物において使用するためのシリコーン
コンディショニング剤は、
【００８１】
【数２】

　で測定したとき、約２０～約２，０００，０００平方ミリメートル／秒、約１，０００
～約１，８００，０００ｍｍ2／秒、約５０，０００～約１，５００，０００ｍｍ2／秒、
及び約１００，０００～約１，５００，０００ｍｍ2／秒（約２０～約２，０００，００
０センチストークス（「ｃｓｋ」）、約１，０００～約１，８００，０００ｃｓｋ、約５
０，０００～約１，５００，０００ｃｓｋ、及び約１００，０００～約１，５００，００
０ｃｓｋ）の粘度を有し得る。
【００８２】
　分散シリコーンコンディショニング剤粒子は、典型的に、約０．０１マイクロメートル
～約５０マイクロメートルの範囲の体積平均粒径を有する。小さな粒子を毛髪に塗布する
場合、体積平均粒子直径は、典型的に、約０．０１マイクロメートル～約４マイクロメー
トル、約０．０１マイクロメートル～約２マイクロメートル、約０．０１マイクロメート
ル～約０．５マイクロメートルの範囲である。より大きな粒子を毛髪に塗布する場合、体
積平均粒子直径は、典型的に、約５マイクロメートル～約１２５マイクロメートル、約１
０マイクロメートル～約９０マイクロメートル、約１５マイクロメートル～約７０マイク
ロメートル、約２０マイクロメートル～約５０マイクロメートルの範囲である。
【００８３】
　シリコーン流体、ゴム、及び樹脂、並びにシリコーンの製造について論じる項を含むシ
リコーンに関する参考資料は、Ｅｎｃｙｃｌｏｐｅｄｉａ　ｏｆ　Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｓｃ
ｉｅｎｃｅ　ａｎｄ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ，ｖｏｌ．１５，２ｄ　ｅｄ．，ｐｐ　２
０４～３０８，Ｊｏｈｎ　Ｗｉｌｅｙ　＆　Ｓｏｎｓ，Ｉｎｃ．（１９８９）に見出され
、これは、参照によって本明細書に組み込まれる。
【００８４】
　ｉ．シリコーン油
　シリコーン流体はシリコーン油を含み、これは、２５℃で測定したとき、１，０００，
０００ｍｍ2／ｓ未満、約５ｍｍ2／ｓ～約１，０００，０００ｍｍ2／ｓ、約１００ｍｍ2

／ｓ～約６００，０００ｍｍ2／ｓ（１，０００，０００ｃｓｋ、約５ｃｓｋ～約１，０
００，０００ｃｓｋ、約１００ｃｓｔ～約６００，０００ｃｓｋ）の粘度を有する流動性
のシリコーン材料である。ヘアケア組成物において使用するのに好適なシリコーン油とし
ては、ポリアルキルシロキサン、ポリアリールシロキサン、ポリアルキルアリールシロキ
サン、ポリエーテルシロキサンコポリマー、及びこれらの混合物が挙げられる。毛髪コン
ディショニング特性を有する他の不溶性不揮発性シリコーン流体を使用してもよい。
【００８５】
　シリコーン油としては、以下の式（Ｉ）：
【００８６】
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【化５】

　（式中、Ｒは、脂肪族、１つの実施形態では、アルキル若しくはアルケニル、又はアリ
ールであり、Ｒは、置換又は非置換であってよく、ｘは、１～約８，０００の整数である
）に一致するポリアルキル又はポリアリールシロキサンが挙げられる。本発明の組成物に
おいて使用するのに好適なＲ基としては、アルコキシ、アリールオキシ、アルカリル、ア
リールアルキル、アリールアルケニル、アルカミノ、及びエーテル置換、ヒドロキシル置
換、並びにハロゲン置換の脂肪族及びアリール基が挙げられるが、これらに限定されない
。また、好適なＲ基としては、カチオン性アミン及び四級アンモニウム基が挙げられる。
【００８７】
　好適なアルキル及びアルケニル置換基は、Ｃ1～Ｃ5、Ｃ1～Ｃ4、あるいはＣ1～Ｃ2アル
キル及びアルケニルである。他のアルキル－、アルケニル－、又はアルキニル含有基（例
えば、アルコキシ、アルカリル、及びアルカミノ）の脂肪族部分は、直鎖であっても分枝
鎖であってもよく、Ｃ1～Ｃ5、Ｃ1～Ｃ4、Ｃ1～Ｃ3、Ｃ1～Ｃ2であってよい。上述の通り
、Ｒ置換基は、アミノ官能基（例えば、アルカミノ基）を含有してもよく、これは、一級
、二級若しくは三級アミン又は四級アンモニウムであってよい。これらとしては、モノ－
、ジ－、及びトリ－アルキルアミノ並びにアルコキシアミノ基が挙げられ、脂肪族部分の
鎖長は、本明細書に記載の通りであり得る。
【００８８】
　ｉｉ．アミノ及びカチオン性シリコーン
　ヘアケア組成物において使用するのに好適なカチオン性シリコーン流体としては、一般
式（ＩＩ）：
　（Ｒ1）aＧ3-a－Ｓｉ－－（－－ＯＳｉＧ2）ｎ－（－－ＯＳｉＧb（Ｒ1）2-b）m－－Ｏ
－－ＳｉＧ3-a（Ｒ1）a

　（式中、Ｇは、水素、フェニル、ヒドロキシ、又はＣ1～Ｃ8アルキル、１つの実施形態
では、メチルであり；ａは、０又は１～３の値を有する整数、１つの実施形態では、０で
あり；ｂは、０又は１、１つの実施形態では、１であり；ｎは、０～１，９９９の数、１
つの実施形態では、４９～４９９であり；ｍは、１～２，０００の整数、１つの実施形態
では、１～１０であり；ｎとｍとの合計は、１～２，０００の数、１つの実施形態では、
５０～５００であり；Ｒ1は、一般式ＣｑＨ2qＬ［式中、ｑは、２～８の値を有する整数
であり、Ｌは、以下の基：
　－－Ｎ（Ｒ2）ＣＨ2－－ＣＨ2－－Ｎ（Ｒ2）2

　－－Ｎ（Ｒ2）2

　－－Ｎ（Ｒ2）3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ａ-

　－－Ｎ（Ｒ2）ＣＨ2－－ＣＨ2－－ＮＲ2Ｈ2　　　　　　　　　　　　　　　　Ａ-

　（式中、Ｒ2は、水素、フェニル、ベンジル、又は飽和炭化水素ラジカル、１つの実施
形態では、約Ｃ1～約Ｃ20のアルキルラジカルであり、Ａ-は、ハロゲン化物イオンである
）から選択される］に一致する一価ラジカルである）に一致するものが挙げられるが、こ
れらに限定されない。
【００８９】
　１つの実施形態では、式（ＩＩ）に対応するカチオン性シリコーンは、以下に式（ＩＩ
Ｉ）として示す、「トリメチルシリルアモジメチコーン」として知られているポリマーで
ある：
【００９０】
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【化６】

【００９１】
　本明細書に記載するヘアケア組成物において使用することができる他のシリコーンカチ
オン性ポリマーは、一般式（ＩＶ）：
【００９２】

【化７】

　（式中、Ｒ3は、Ｃ1～Ｃ18の一価炭化水素ラジカル、１つの実施形態では、アルキル又
はアルケニルラジカル、例えば、メチルであり；Ｒ4は、炭化水素ラジカル、１つの実施
形態では、Ｃ1～Ｃ18アルキレンラジカル又はＣ10～Ｃ18アルキレンオキシラジカル、１
つの実施形態では、Ｃ1～Ｃ8アルキレンオキシラジカルであり；Ｑ-は、ハロゲン化物イ
オン、１つの実施形態では、塩化物であり；ｒは、２～２０の平均統計値、１つの実施形
態では、２～８であり；ｓは、２０～２００の平均統計値、１つの実施形態では、２０～
５０である）で表される。この分類のポリマーの１つの好適な例は、Ｕｎｉｏｎ　Ｃａｒ
ｂｉｄｅから入手可能なＵＣＡＲＥ　ＳＩＬＩＣＯＮＥ　ＡＬＥ　５６（登録商標）とし
て知られている。
【００９３】
　ｉｉｉ．シリコーンゴム
　本明細書に記載するヘアケア組成物において使用するのに好適な他のシリコーン流体は
、不溶性シリコーンゴムである。これらゴムは、２５℃で測定したときに１，０００，０
００ｍｍ2／ｓ（１，０００，０００ｃｓｋ）以上の粘度を有するポリオルガノシロキサ
ン材料である。シリコーンゴムは、米国特許第４，１５２，４１６号；Ｎｏｌｌ　ａｎｄ
　Ｗａｌｔｅｒ，Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　ａｎｄ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　ｏｆ　Ｓｉｌｉ
ｃｏｎｅｓ，Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ：Ａｃａｄｅｍｉｃ　Ｐｒｅｓｓ（１９６８）；及びゼネ
ラルエレクトリックシリコーンゴム製品データシートＳＥ　３０、ＳＥ　３３、ＳＥ　５
４、及びＳＥ　７６に記載されており、これらは全て参照によって本明細書に組み込まれ
る。本発明の組成物において使用するためのシリコーンゴムの具体的な非限定例としては
、ポリジメチルシロキサン、（ポリジメチルシロキサン）（メチルビニルシロキサン）コ
ポリマー、ポリ（ジメチルシロキサン）（ジフェニルシロキサン）（メチルビニルシロキ
サン）コポリマー、及びこれらの混合物が挙げられる。
【００９４】
　ｉｖ．高屈折率シリコーン
　本明細書に記載するヘアケア組成物において使用するのに好適な他の不揮発性不溶性シ
リコーン流体コンディショニング剤は、少なくとも約１．４６、少なくとも約１．４８、
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少なくとも約１．５２、又は少なくとも約１．５５の屈折率を有する「高屈折率シリコー
ン」として知られているものである。ポリシロキサン流体の屈折率は、一般的に、約１．
７０未満、典型的には約１．６０未満である。この文脈において、ポリシロキサン「流体
」は、油及びゴムを含む。
【００９５】
　高屈折率ポリシロキサン流体としては、上記一般式（Ｉ）によって表されるものに加え
て、下記式（Ｖ）：
【００９６】
【化８】

　（式中、Ｒは、上記に定義した通りであり、ｎは、約３～約７、又は約３～約５の数で
ある）によって表されるもの等の環状ポリシロキサンが挙げられる。
【００９７】
　高屈折率ポリシロキサン流体は、本明細書に記載する所望のレベルまで屈折率を増大さ
せるのに十分な量のアリール含有Ｒ置換基を含有する。更に、Ｒ及びｎは、物質が不揮発
性になるように選択しなければならない。
【００９８】
　アリール含有置換基としては、脂環式及び複素環式の５員及び６員アリール環を含有す
るもの、並びに５員又は６員の縮合環を含有するものが挙げられる。アリール環自体は、
置換又は非置換であってよい。
【００９９】
　一般的に、高屈折率ポリシロキサン流体は、少なくとも約１５％、少なくとも２０％、
少なくとも２５％、少なくとも約３５％、少なくとも約５０％の程度のアリール含有置換
基を有し得る。典型的に、アリール置換度は、約９０％未満、より一般的には、約８５％
未満、１つの実施形態では、約５５％～約８０％である。
【０１００】
　好適な高屈折率ポリシロキサン流体は、フェニル又はフェニル誘導体置換基と、アルキ
ル置換基、１つの実施形態では、Ｃ1～Ｃ4アルキル（１つの実施形態では、メチル）、ヒ
ドロキシ、又はＣ1～Ｃ4アルキルアミノ（特に、－Ｒ4ＮＨＲ5ＮＨ２（式中、各Ｒ4及び
Ｒ5は、独立して、Ｃ1～Ｃ3アルキル、アルケニル、及び／又はアルコキシである）との
組み合わせを有し得る。
【０１０１】
　本明細書に記載するヘアケア組成物において高屈折率シリコーンを用いる場合、この高
屈折率シリコーンは、表面張力を低減するために、展着を増強し、それによって、ヘアケ
ア組成物で処理された毛髪の（乾燥後の）光沢を向上させるのに十分な量で、シリコーン
樹脂又は界面活性剤等の展着剤を含む溶液中で用いてよい。
【０１０２】
　本明細書に記載するヘアケア組成物において使用するのに好適な他のシリコーン流体は
、米国特許第２，８２６，５５１号、同第３，９６４，５００号、同第４，３６４，８３
７号、英国特許第８４９，４３３号、及びＳｉｌｉｃｏｎ　Ｃｏｍｐｏｕｎｄｓ，Ｐｅｔ
ｒａｒｃｈ　Ｓｙｓｔｅｍｓ，Ｉｎｃ．（１９８４）に開示されており、これらは全て参
照によって本明細書に組み込まれる。
【０１０３】
　ｖ．シリコーン樹脂
　シリコーン樹脂が、本明細書に記載するヘアケア組成物のシリコーンコンディショニン
グ剤に含まれていてもよい。これら樹脂は、高度に架橋したポリマーシロキサン系である
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。架橋は、シリコーン樹脂の製造中に、三官能性及び四官能性シランを一官能性若しくは
二官能性又はこれら両方のシランと共に組み込むことによって導入される。
【０１０４】
　具体的には、シリコーン材料及びシリコーン樹脂は、「ＭＤＴＱ」命名法として当業者
に知られている省略命名法のシステムに従って便利に同定することができる。このシステ
ムでは、シリコーンは、シリコーンを構成する様々なシロキサンモノマー単位の存在に従
って記載される。簡潔に述べると、記号Ｍは、一価官能性単位（ＣＨ3）3ＳｉＯ0.5を意
味し、Ｄは、二官能性単位（ＣＨ3）2ＳｉＯを意味し、Ｔは、三官能性単位（ＣＨ3）Ｓ
ｉＯ1.5を意味し、Ｑは、四官能性単位ＳｉＯ2を意味する。単位記号のプライム符号（例
えば、Ｍ’、Ｄ’、Ｔ’、及びＱ’）は、メチル以外の置換基を意味し、出現する度に具
体的に定義しなればならない。
【０１０５】
　本明細書に記載するヘアケア組成物において使用するのに好適なシリコーン樹脂として
は、ＭＱ、ＭＴ、ＭＴＱ、ＭＤＴ及びＭＤＴＱ樹脂が挙げられるが、これらに限定されな
い。メチルは、好適なシリコーン置換基である。他の好適なシリコーン樹脂としては、Ｍ
：Ｑ比が約０．５：１．０～約１．５：１．０であり、シリコーン樹脂の平均分子量が約
１０００～約１０，０００であるＭＱ樹脂が挙げられる。
【０１０６】
　１．４６未満の屈折率を有する不揮発性シリコーン流体のシリコーン樹脂成分（使用さ
れる場合）に対する重量比は、特に、シリコーン流体成分が、本明細書に記載する通りポ
リジメチルシロキサン流体であるか又はポリジメチルシロキサン流体とポリジメチルシロ
キサンゴムとの混合物である場合、約４：１～約４００：１、約９：１～約２００：１、
約１９：１～約１００：１であってよい。シリコーン樹脂が、本発明の組成物中でシリコ
ーン流体、即ち、コンディショニング活性物質と同じ相の一部を形成する限り、ヘアケア
組成物中のシリコーンコンディショニング剤の濃度の決定には、流体及び樹脂の合計を含
まなければならない。
【０１０７】
　ｂ．有機コンディショニングオイル
　本明細書に記載するヘアケア組成物のコンディショニング剤は、単独で又は上記シリコ
ーン等の他のコンディショニング剤と組み合わせて、少なくとも１つの有機コンディショ
ニングオイルを含んでもよい。
【０１０８】
　ｉ．炭化水素油
　ヘアケア組成物においてコンディショニング剤として使用するのに好適な有機コンディ
ショニングオイルとしては、少なくとも約１０個の炭素原子を有する炭化水素油、例えば
、環状炭化水素、直鎖脂肪族炭化水素（飽和又は不飽和）、及び分枝鎖脂肪族炭化水素（
飽和又は不飽和）（これらのポリマー及び混合物を含む）が挙げられるが、これらに限定
されない。直鎖炭化水素油は、約Ｃ12～約Ｃ19であってよい。分枝鎖炭化水素油（炭化水
素ポリマーを含む）は、典型的には、１９個を超える炭素原子を含有する。
【０１０９】
　ｉｉ．ポリオレフィン
　また、本明細書に記載するヘアケア組成物において使用するための有機コンディショニ
ングオイルとしては、液体ポリ－α－オレフィン及び／又は水素添加液体ポリ－α－オレ
フィンを含む液体ポリオレフィンも挙げられる。本明細書において使用するためのポリオ
レフィンは、Ｃ4～約Ｃ14、１つの実施形態では、約Ｃ6～約Ｃ12のオレフィン系モノマー
を重合させることによって調製される。
【０１１０】
　ｉｉｉ．脂肪酸エステル
　本明細書に記載するヘアケア組成物においてコンディショニング剤として使用するのに
好適な他の有機コンディショニングオイルとしては、少なくとも１０個の炭素原子を有す
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る脂肪酸エステルが挙げられる。これら脂肪酸エステルとしては、脂肪酸又はアルコール
に由来するヒドロカルビル鎖を有するエステルが挙げられる。本明細書における脂肪酸エ
ステルのヒドロカルビルラジカルは、アミド及びアルコキシ部分（例えば、エトキシ又は
エーテル結合等）等、他の適合性官能基を含んでいてもよく、又はそれに共有結合してい
てもよい。
【０１１１】
　ｉｖ．フッ素化コンディショニング化合物
　有機コンディショニングオイルとして毛髪又は皮膚にコンディショニング効果を送達す
るのに好適なフッ素化化合物としては、ペルフルオロポリエーテル、ペルフルオロ化オレ
フィン、既に記載したシリコーン流体に類似する流体又はエラストマー形態であってよい
フッ素系の特定のポリマー、及びペルフルオロ化ジメチコーンが挙げられる。
【０１１２】
　ｖ．脂肪アルコール
　本明細書に記載するヘアケア組成物において使用するのに好適な他の有機コンディショ
ニングオイルとしては、少なくとも約１０個の炭素原子、約１０～約２２個の炭素原子、
１つの実施形態では、約１２～約１６個の炭素原子を有する脂肪アルコールが挙げられる
が、これらに限定されない。
【０１１３】
　ｖｉ．アルキルグルコシド及びアルキルグルコシド誘導体
　本明細書に記載するヘアケア組成物において使用するのに好適な有機コンディショニン
グオイルとしては、アルキルグルコシド及びアルキルグルコシド誘導体が挙げられるが、
これらに限定されない。好適なアルキルグルコシド及びアルキルグルコシド誘導体の具体
的な非限定的例としては、Ａｍｅｒｃｈｏｌから市販されているＧｌｕｃａｍ　Ｅ－１０
、Ｇｌｕｃａｍ　Ｅ－２０、Ｇｌｕｃａｍ　Ｐ－１０、及びＧｌｕｃｑｕａｔ　１２５が
挙げられる。
【０１１４】
　ｃ．他のコンディショニング剤
　ｉ．四級アンモニウム化合物
　本明細書に記載するヘアケア組成物においてコンディショニング剤として使用するのに
好適な四級アンモニウム化合物としては、アミド部分のようなカルボニル部分、又はリン
酸エステル部分、又は類似の親水性部分を有する長鎖置換基を有する親水性四級アンモニ
ウム化合物が挙げられるが、これらに限定されない。
【０１１５】
　有用な親水性四級アンモニウム化合物の例としては、ＣＴＦＡ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｄ
ｉｃｔｉｏｎａｒｙにリシノールアミドプロピルトリモニウムクロリド、リシノールアミ
ドトリモニウムエチルサルフェート、ヒドロキシステアラミドプロピルトリモニウムメチ
ルサルフェート、及びヒドロキシステアラミドプロピルトリモニウムクロリドとして記載
されている化合物、又はこれらの組み合わせが挙げられるが、これらに限定されない。
【０１１６】
　ｉｉ．ポリエチレングリコール
　コンディショニング剤として本明細書において有用な追加の化合物としては、ＣＴＦＡ
名がＰＥＧ－２００、ＰＥＧ－４００、ＰＥＧ－６００、ＰＥＧ－１０００、ＰＥＧ－２
Ｍ、ＰＥＧ－７Ｍ、ＰＥＧ－１４Ｍ、ＰＥＧ－４５Ｍであるもの、及びこれらの混合物等
の、約２，０００，０００以下の分子量を有するポリエチレングリコール及びポリプロピ
レングリコールが挙げられる。
【０１１７】
　ｉｉｉ．カチオン性付着ポリマー
　本明細書に記載するヘアケア組成物は、カチオン性付着ポリマーを更に含んでよい。任
意の公知の天然又は合成カチオン性付着ポリマーを、本明細書において使用することがで
きる。例としては、全文が参照によって本明細書に組み込まれる米国特許第６，６４９，
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１５５号；米国特許出願公開第２００８／０３１７６９８号；同第２００８／０２０６３
５５号；及び同第２００６／００９９１６７号に開示されているポリマーが挙げられる。
【０１１８】
　カチオン性付着ポリマーは、本発明の利益を提供することを考慮して、約０．０１重量
％～約２重量％、１つの実施形態では、約１．５重量％～約１．９重量％、別の実施形態
では、約１．８重量％～約２．０重量％の濃度で組成物に含まれる。
【０１１９】
　カチオン性付着ポリマーは、電荷密度が約０．５ミリ当量／グラム～約１２ミリ当量／
グラムの水溶性ポリマーである。組成物において使用されるカチオン性付着ポリマーは、
約１００，０００ダルトン～約５，０００，０００ダルトンの分子量を有する。カチオン
性付着ポリマーは、低電荷密度カチオン性ポリマーである。
【０１２０】
　１つの実施形態では、カチオン性付着ポリマーは、合成カチオン性付着ポリマーである
。モノ－及びジ－アルキル鎖カチオン性界面活性剤を含む様々な合成カチオン性付着ポリ
マーを使用することができる。１つの実施形態では、例えば、モノアルキル四級アンモニ
ウム塩及びモノアルキルアミンを含むモノアルキル鎖カチオン性界面活性剤が選択される
。別の実施形態では、ジアルキル鎖カチオン性界面活性剤が使用され、その例としては、
ジアルキル（１４～１８）ジメチルアンモニウムクロリド、ジタローアルキルジメチルア
ンモニウムクロリド、二水素化タローアルキルジメチルアンモニウムクロリド、ジステア
リルジメチルアンモニウムクロリド、ジセチルジメチルアンモニウムクロリド、及びこれ
らの混合物が挙げられる。
【０１２１】
　別の実施形態では、カチオン性付着ポリマーは、天然由来のカチオン性ポリマーである
。本明細書で使用するとき、用語「天然由来のカチオン性ポリマー」は、天然資源から得
られるカチオン性付着ポリマーを指す。天然資源は、多糖ポリマーであってよい。したが
って、天然由来のカチオン性ポリマーは、デンプン、グアー、セルロース、カッシア、ロ
ーカストビーン、コンニャク、タラ、ガラクトマンナン、タピオカ、及び合成ポリマーを
含む群から選択してよい。更なる実施形態では、カチオン性付着ポリマーは、Ｍｉｒａｐ
ｏｌ（登録商標）１００Ｓ（Ｒｈｏｄｉａ）、Ｊａｇｕａｒ（登録商標）Ｃ１７、ｐｏｌ
ｙＤＡＤＭＡＣ、タピオカデンプン（Ａｋｚｏ）、Ｔｒｉｑｕａｔ（商標）、及びこれら
の混合物から選択される。
【０１２２】
　ｄ．アニオン性乳化剤
　様々なアニオン性乳化剤を、本明細書に記載するヘアケア組成物において使用すること
ができる。アニオン性乳化剤としては、一例として、限定するものではないが、アルキル
サルフェートの水溶性塩、アルキルエーテルサルフェート、アルキルイソチオネート、ア
ルキルカルボキシレート、アルキルスルホスクシネート、アルキルスクシナマート、アル
キル硫酸塩、例えば、ドデシル硫酸ナトリウム、アルキルサルコシネート、タンパク質加
水分解物のアルキル誘導体、アシルアスパルテート、アルキル又はアルキルエーテル又は
アルキルアリールエーテルリン酸エステル、ドデシル硫酸ナトリウム、リン脂質若しくは
レシチン、又は石鹸、ナトリウム、カリウム、又はアンモニウムステアレート、オレエー
ト、又はパルミテート、アルキルアリールスルホン酸塩、例えば、ドデシルベンゼンスル
ホン酸ナトリウム、ジアルキルスルホコハク酸ナトリウム、スルホコハク酸ジオクチル、
ジラウリルスルホコハク酸ナトリウム、ポリ（スチレンスルホネート）ナトリウム塩、イ
ソブチレン－無水マレイン酸コポリマー、アラビアゴム、アルギン酸ナトリウム、カルボ
キシメチルセルロース、硫酸セルロース及びペクチン、ポリ（スチレンスルホネート）、
イソブチレン－無水マレイン酸コポリマー、アラビアゴム、カラギーナン、アルギン酸ナ
トリウム、ペクチン酸、トラガカントゴム、アーモンドゴム、及びアガー；半合成ポリマ
ー、例えば、カルボキシメチルセルロース、硫酸化セルロース、硫酸化メチルセルロース
、カルボキシメチルデンプン、リン酸化デンプン、リグニンスルホン酸；並びに合成ポリ
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マー、例えば、無水マレイン酸コポリマー（その加水分解物を含む）、ポリアクリル酸、
ポリメタクリル酸、アクリル酸ブチルアクリレートコポリマー又はクロトン酸ホモポリマ
ー及びコポリマー、ビニルベンゼンスルホン酸又は２－アクリルアミド－２－メチルプロ
パンスルホン酸ホモポリマー及びコポリマー、並びにこのようなポリマー及びコポリマー
の部分アミド又は部分エステル、カルボキシ変性ポリビニルアルコール、スルホン酸変性
ポリビニルアルコール、及びリン酸変性ポリビニルアルコール、リン酸化又は硫酸化トリ
スチリルフェノールエトキシレートが挙げられる。
【０１２３】
　更に、アクリレート官能基を有するアニオン性乳化剤を本明細書に記載するヘアケア組
成物で使用してもよい。本明細書において有用なアニオン性乳化剤としては、以下が挙げ
られるが、これらに限定されない：ポリ（メタ）アクリル酸；（メタ）アクリル酸及びそ
の（メタ）アクリレートとＣ１～２２アルキル、Ｃ１～Ｃ８アルキル、ブチルとのコポリ
マー；（メタ）アクリル酸と（メタ）アクリルアミドとのコポリマー；カルボキシビニル
ポリマー；アクリレートコポリマー、例えば、アクリレート／Ｃ１０～３０アルキルアク
リレートクロスポリマー、アクリル酸／ビニルエステルコポリマー／アクリレート／ビニ
ルイソデカノエートクロスポリマー、アクリレート／パルメス－２５アクリレートコポリ
マー、アクリレート／ステアレス－２０イタコネートコポリマー、及びアクリレート／セ
レス－２０イタコネートコポリマー；ポリスチレンスルホネート、メタクリル酸及びアク
リルアミドメチルプロパンスルホン酸のコポリマー、並びにアクリル酸及びアクリルアミ
ドメチルプロパンスルホン酸のコポリマー；カルボキシメチルセルロース；カルボキシグ
アー；エチレンとマレイン酸とのコポリマー；並びにアクリレートシリコーンポリマー。
本明細書のアニオン性乳化剤を中和するために中和剤を含んでもよい。このような中和剤
の非限定な例としては、水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、水酸化アンモニウム、モノ
エタノールアミン、ジエタノールアミン、トリエタノールアミン、ジイソプロパノールア
ミン、アミノメチルプロパノール、トロメタミン、テトラヒドロキシプロピルエチレンジ
アミン、及びこれらの混合物が挙げられる。市販のアニオン性乳化剤としては、例えば、
Ｎｏｖｅｏｎから商品名Ｃａｒｂｏｐｏｌ　９８１及びＣａｒｂｏｐｏｌ　９８０として
供給されているカルボマー；商品名Ｐｅｍｕｌｅｎ　ＴＲ－１、Ｐｅｍｕｌｅｎ　ＴＲ－
２、Ｃａｒｂｏｐｏｌ　１３４２、Ｃａｒｂｏｐｏｌ　１３８２、及びＣａｒｂｏｐｏｌ
　ＥＴＤ　２０２０を有するアクリレート／Ｃ１０～３０アルキルアクリレートクロスポ
リマー（全てＮｏｖｅｏｎから入手可能）；ＨｅｒｃｕｌｅｓからＣＭＣシリーズとして
供給されているカルボキシメチルセルロースナトリウム；並びにＳｅｐｐｉｃから供給さ
れている商品名Ｃａｐｉｇｅｌを有するアクリレートコポリマーが挙げられる。別の実施
形態では、アニオン性乳化剤は、カルボキシメチルセルロースである。
【０１２４】
　ｅ．有益剤
　有益剤は、ふけ防止剤；香料；光沢剤；酵素；香料；感覚剤、１つの態様では、冷却剤
；誘引剤、抗菌剤；染料；顔料；漂白剤；及びこれらの混合物からなる群から選択される
物質を含む。
【０１２５】
　１つの態様では、有益剤は、ふけ防止剤を含んでよい。このようなふけ防止粒子は、組
成物の必須成分と物理的及び化学的に適合していなければならず、製品の安定性、審美性
、又は性能を過度に損なわせてはならない。
【０１２６】
　ある実施形態によれば、ヘアケア組成物は、ふけ防止活性物質を含んでよく、これは、
ふけ防止活性物質粒子であってよい。ある実施形態では、ふけ防止活性物質は、ピリジン
チオン塩；アゾール、例えば、ケトコナゾール、エコナゾール、及びエルビオール；硫化
セレン；粒子状硫黄；角質溶解剤、例えば、サリチル酸；並びにこれらの混合物からなる
群から選択される。ある実施形態では、ふけ防止粒子は、ピリジンチオン塩である。
【０１２７】
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　ピリジンチオン粒子は、好適な粒子状ふけ防止活性物質である。ある実施形態では、ふ
け防止活性物質は、１－ヒドロキシ－２－ピリジンチオン塩であり、粒子形態である。あ
る実施形態では、ピリジンチオンふけ防止粒子の濃度は、約０．０１重量％～約５重量％
、又は約０．１重量％～約３重量％、又は約０．１重量％～約２重量％の範囲である。あ
る実施形態では、ピリジンチオン塩は、亜鉛、スズ、カドミウム、マグネシウム、アルミ
ニウム、及びジルコニウム等の重金属、一般的には亜鉛から形成されるもの、典型的には
、１－ヒドロキシ－２－ピリジンチオンの亜鉛塩（「亜鉛ピリジンチオン」又は「ＺＰＴ
」として知られている）、通常、血小板粒子形態の１－ヒドロキシ－２－ピリジンチオン
塩である。ある実施形態では、血小板粒子形態の１－ヒドロキシ－２－ピリジンチオン塩
は、約２０マイクロメートル以下、又は約５マイクロメートル以下、又は約２．５マイク
ロメートル以下の平均粒径を有する。ナトリウム等の他のカチオンから形成される塩も、
好適であり得る。ピリジンチオンふけ防止活性物質は、例えば、米国特許第２，８０９，
９７１号、同第３，２３６，７３３号、同第３，７５３，１９６号、同第３，７６１，４
１８号、同第４，３４５，０８０号、同第４，３７９，７５３号、及び同第４，４７０，
９８２号に記載されている。
【０１２８】
　ある実施形態では、ピリチオンの多価金属塩から選択されるふけ防止活性物質に加えて
、ヘアケア組成物は、１つ以上の抗真菌及び／又は抗菌活性物質を更に含んでもよい。あ
る実施形態では、抗菌活性物質は、コールタール、硫黄、炭、ホイットフィールド軟膏、
カステラーニ塗布剤、塩化アルミニウム、ゲンチアナバイオレット、オクトピロックス（
ピロクトンオラミン）、シクロピロックスオラミン、ウンデシレン酸及びその金属塩、過
マンガン酸カリウム、硫化セレン、チオ硫酸ナトリウム、プロピレングリコール、橙皮油
、尿素製剤、グリセオフルビン、８－ヒドロキシキノリンクリオキノール、チオベンダゾ
ール、チオカルバメート、ハロプロジン、ポリエン、ヒドロキシピリドン、モルホリン、
ベンジルアミン、アリルアミン（テルビナフィン等）、ティーツリー油、クローブリーフ
油、コリアンダー、パルマローザ、ベルベリン、タイムレッド、桂皮油、ケイ皮アルデヒ
ド、シトロネル酸、ヒノキトール、イヒチオールペール、Ｓｅｎｓｉｖａ　ＳＣ－５０、
Ｅｌｅｓｔａｂ　ＨＰ－１００、アゼライン酸、リチカーゼ（lyticase）、ヨードプロピ
ニルブチルカルバメート（ＩＰＢＣ）、オクチルイソチアザリノン等のイソチアザリノン
、及びアゾール、並びにこれらの混合物からなる群から選択される。ある実施形態におい
て、抗菌剤は、イトラコナゾール、ケトコナゾール、硫化セレン、コールタール、及びこ
れらの混合物からなる群から選択される。
【０１２９】
　ある実施形態において、アゾール抗菌剤は、ベンズイミダゾール、ベンゾチアゾール、
ビフォナゾール、硝酸ブタコナゾール、クリンバゾール、クロトリマゾール、クロコナゾ
ール、エベルコナゾール、エコナゾール、エルビオール、フェンチコナゾール、フルコナ
ゾール、フルチマゾール、イソコナゾール、ケトコナゾール、ラノコナゾール、メトロニ
ダゾール、ミコナゾール、ネチコナゾール、オモコナゾール、硝酸オキシコナゾール、セ
ルタコナゾール、硝酸サルコナゾール、チオコナゾール、チアゾール、及びこれらの混合
物からなる群から選択されるイミダゾールであるか、又はアゾール抗菌剤は、テルコナゾ
ール、イトラコナゾール、及びこれらの混合物からなる群から選択されるトリアゾールで
ある。アゾール抗菌活性物質は、ヘアケア組成物中に存在する場合、約０．０１重量％～
約５重量％、又は約０．１重量％～約３重量％、又は約０．３重量％～約２重量％の量で
含まれる。ある実施形態では、アゾール抗菌活性物質は、ケトコナゾールである。ある実
施形態では、唯一の抗菌活性物質が、ケトコナゾールである。
【０１３０】
　本明細書に記載するヘアケア組成物は、抗菌活性物質の組み合わせを含んでもよい。あ
る実施形態では、抗菌活性物質の組み合わせは、オクトピロックスとジンクピリチオン、
パインタールと硫黄、サリチル酸とジンクピリチオン、サリチル酸とエルビオール、ジン
クピリチオンとエルビオール、ジンクピリチオンとクリムバゾール、オクトピロックスと
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クリムバゾール、サリチル酸とオクトピロックス、及びこれらの混合物からなる組み合わ
せの群から選択される。
【０１３１】
　ある実施形態では、ヘアケア組成物は、有効量の亜鉛含有層状物質を含んでよい。ある
実施形態では、組成物は、ヘアケア組成物の総重量に基づいて、約０．００１重量％～約
１０重量％、又は約０．０１重量％～約７重量％、又は約０．１重量％～約５重量％の亜
鉛含有層状物質を含む。
【０１３２】
　亜鉛含有層状物質は、結晶の成長が主に二次元で生じたものであってもよい。層構造は
、慣習的に、全ての原子が明確な層に組み込まれているものだけではなく、ギャラリーイ
オン（gallery ion）と呼ばれる、層間にイオン又は分子が存在するものとしても説明さ
れる（Ａ．Ｆ．Ｗｅｌｌｓ「Ｓｔｒｕｃｔｕｒａｌ　Ｉｎｏｒｇａｎｉｃ　Ｃｈｅｍｉｓ
ｔｒｙ」Ｃｌａｒｅｎｄｏｎ　Ｐｒｅｓｓ，１９７５）。亜鉛含有層状物質（ＺＬＭ）は
、層に組み込まれている亜鉛を有してもよく、及び／又はギャラリーイオンの成分であっ
てもよい。ＺＬＭの以下の分類は、一般的な分類の比較的一般的な例を表し、この定義に
適合する、より広範囲の物質に限定することを意図するものではない。
【０１３３】
　多くのＺＬＭは、自然界では銅として存在している。ある実施形態では、ＺＬＭは、水
亜鉛土（炭酸水酸化亜鉛）、緑亜鉛鉱（炭酸水酸化亜鉛銅）、亜鉛孔雀石（炭酸水酸化銅
亜鉛）、及びこれらの混合物からなる群から選択される。亜鉛を含有する関連銅が組成物
に含まれていてもよい。粘土性銅（例えばフィロシリケート）等のアニオン性層の種がイ
オン交換亜鉛ギャラリーイオンを含有する、天然のＺＬＭも存在してよい。これら天然物
質は全て、合成によって得ることもでき、又は組成物中においてその場で、若しくは製造
プロセス中に形成することもできる。
【０１３４】
　必ずしもそうではないが、多くの場合、合成であるＺＬＭの別の一般的な分類は、層状
複水酸化物である。ある実施形態では、ＺＬＭは、式［Ｍ2+

1-xＭ
3+

x（ＯＨ）2］
x+Ａm-

x

/m・ｎＨ2Ｏ（式中、二価イオン（Ｍ2+）の一部又は全ては、亜鉛イオンである）に係る
層状複水酸化物である（Ｃｒｅｐａｌｄｉ，ＥＬ，Ｐａｖａ，ＰＣ，Ｔｒｏｎｔｏ，Ｊ，
Ｖａｌｉｍ，ＪＢ　Ｊ．Ｃｏｌｌｏｉｄ　Ｉｎｔｅｒｆａｃ．Ｓｃｉ．２００２，２４８
，４２９～４２）。
【０１３５】
　ヒドロキシ複塩と呼ばれる、更に別の分類のＺＬＭを調製することもできる（Ｍｏｒｉ
ｏｋａ，Ｈ．，Ｔａｇａｙａ，Ｈ．，Ｋａｒａｓｕ，Ｍ，Ｋａｄｏｋａｗａ，Ｊ，Ｃｈｉ
ｂａ，Ｋ　Ｉｎｏｒｇ．Ｃｈｅｍ．１９９９，３８，４２１１～６）。ある実施形態では
、ＺＬＭは、式［Ｍ2+

1-xＭ
2+
1+x（ＯＨ）3(1-y)］

+Ａn-
(1=3y)/n・ｎＨ2Ｏ（式中、２つ

の金属イオン（Ｍ2+）は、同一であってもよく、異なっていてもよい）に一致するヒドロ
キシ複塩である。この金属イオンが同一でありかつ亜鉛で表される場合、式は、［Ｚｎ1+

x（ＯＨ）2］
2x+２ｘ　Ａ-・ｎＨ2Ｏに簡素化される。この後者の式は、水酸化塩化亜鉛

及び水酸化硝酸亜鉛等の物質を表す（式中、ｘ＝０．４）。ある実施形態では、ＺＬＭは
、水酸化塩化亜鉛及び／又は水酸化硝酸亜鉛である。これらは、二価アニオンで一価アニ
オンを置き換える、水亜鉛土にも関連する。また、これら物質は、組成物中においてその
場で、又は製造プロセスにおいて若しくは製造プロセス中に形成することもできる。
【０１３６】
　亜鉛含有層状物質及びピリチオン又はピリチオンの多価金属塩を有する実施形態では、
亜鉛含有層状物質のピリチオン又はピリチオンの多価金属塩に対する比は、約５：１００
～約１０：１、又は約２：１０～約５：１、又は約１：２～約３：１であってよい。
【０１３７】
　ふけ防止活性物質の頭皮への付着は、少なくとも約１マイクログラム／ｃｍ2であって
よい。ふけ防止活性物質が頭皮に到達し、そこで確実に機能を発揮できるようにすること
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を考慮すると、ふけ防止活性物質の頭皮への付着は重要である。ある実施形態では、ふけ
防止活性物質の頭皮への付着は、少なくとも約１．５マイクログラム／ｃｍ2、又は少な
くとも約２．５マイクログラム／ｃｍ2、又は少なくとも約３マイクログラム／ｃｍ2、又
は少なくとも約４マイクログラム／ｃｍ2、又は少なくとも約６マイクログラム／ｃｍ2、
又は少なくとも約７マイクログラム／ｃｍ2、又は少なくとも約８マイクログラム／ｃｍ2

、又は少なくとも約８マイクログラム／ｃｍ2、又は少なくとも約１０マイクログラム／
ｃｍ2である。ふけ防止活性物質の頭皮への付着は、熟練の美容師が従来の洗浄プロトコ
ルに従って、ふけ防止活性物質を含む組成物、例えば、本発明に係る組成物で個人の毛髪
を洗浄することによって測定される。次いで、表面に開放端ガラスシリンダーを保持でき
るように毛髪を頭皮の領域上で分け、同時に抽出溶液のアリコートを添加し撹拌した後、
ふけ防止活性物質の内容物を回収し、ＨＰＬＣ等の従来の方法論によって分析定量する。
【０１３８】
　本発明のヘアケア組成物は、典型的なヘアケア製剤で提示してよい。これらは、溶液、
分散液、エマルション、粉末、タルク、カプセル形態、球体、スポンジャー（sponger）
、固形剤形、発泡体、及び他の送達機構の形態であってよい。本発明の実施形態の組成物
は、ヘアトニック、トリートメント等のようなリーブオンヘア製品、及びスタイリング製
品、シャンプー等のリンスオフヘア製品、及びトリートメント製品、並びに毛髪に塗布可
能な任意の他の形態であってよい。
【０１３９】
　１つの実施形態によれば、ヘアケア組成物は、多孔質の溶解性固体構造体の形態で提供
されてよく、例えば全文が、参照によって本明細書に組み込まれる米国特許出願公開第２
００９／０２３２８７３号及び同第２０１０／０１７９０８３号に開示されているもの等
である。したがって、ヘアケア組成物は、キレート剤、有機酸を含む緩衝剤系、約２３％
～約７５％の界面活性剤；約１０％～約５０％の水溶性ポリマー；及び任意に、約１％～
約１５％の可塑剤を含み、その結果、ヘアケア組成物は、可撓性多孔質溶解性固体構造の
形態となり、前記構造は、約８０％～約１００％の連続気泡含量パーセントを有する。
【０１４０】
　別の実施形態によれば、ヘアケア組成物は、キレート剤、有機酸を含む緩衝剤系、約２
３％～約７５％の界面活性剤であって、約０．００１～約０．４５の平均エトキシレート
／アルキル比を有する、界面活性剤；約１０％～約５０％の水溶性ポリマー；及び約１％
～約１５％の可塑剤を含む多孔質溶解性固体構造の形態であってよく、前記物品は、約０
．０３ｇ／ｃｍ3～約０．２０ｇ／ｃｍ3の密度を有する。
【０１４１】
　別の実施形態によれば、ヘアケア組成物は、キレート剤、有機酸を含む緩衝剤系、５～
２０％の界面活性剤、及びポリカルボキシレートレオロジー調整剤を含む粘性液体の形態
であってよく、ポリカルボキシレートは、具体的には、本発明に必要な重要な緩衝剤系及
びキレート剤を配合することによって得られる高い電解質濃度で有効であるように選択さ
れる。非限定的な例としては、Ｌｕｂｒｉｚｏｌ製のＣａｒｂｏｐｏｌ　ＥＤＴ２０２０
、１３４２、１３８２等のアクリレート／Ｃ１０～Ｃ３０アルキルアクリレートクロスポ
リマーが挙げられる。これら実施形態におけるこれら活性物質のレオロジー効果としては
、安定性、分注しやすさ、塗り広げる際の滑らかさ等が挙げられる。
【０１４２】
　ヘアケア組成物は、一般的に、組成物の製造の分野において公知であるもの等の従来法
によって調製される。このような方法は、典型的に、加熱、冷却、真空の適用等を用いて
又は用いずに、成分を１つ以上の工程で混合して比較的均一な状態にすることを含む。組
成物は、安定性（物理的安定性、化学的安定性、光安定性）及び／又は活性物質の送達を
最適化するように調製される。ヘアケア組成物は、単一相若しくは単一製品中に存在して
もよく、又はヘアケア組成物は、別個の相若しくは別個の製品中に存在してもよい。２つ
の製品を使用する場合、これらの製品は、一緒に、同時に又は逐次使用してよい。逐次使
用は、１つの製品の使用直後等、短期間に行ってもよく、数時間又は数日間にわたって行
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【０１４３】
　試験方法
　本出願の試験方法の項で開示される試験方法は、本出願人らの発明が本明細書に記載さ
れ、請求されているように、本出願人らの発明の各パラメータ各値を求めるために使用さ
れるべきであることが理解される。
【０１４４】
　Ａ．粘度測定
　ブルックフィールド粘度計に、ＣＰＥ－４１コーン・アンド・カップアセンブリを搭載
する。カップの水浴を３０℃に設定する。ギャップを製造業者の取扱説明書に従って設定
する。２．０ｍＬのサンプルを、カップの中央に置き、０．３ＲＰＭの剪断速度に設定す
る。粘度測定値を２１０秒後に取得した。
【実施例】
【０１４５】
　以下の実施例は、本明細書に記載する本発明の実施形態を例証する。例示するシャンプ
ー組成物、コンディショナー組成物、及び／又はリーブオントリートメントは、従来の配
合及び混合技術によって調製することができる。配合技術分野の当業者の技術の範囲内で
のシャンプー組成物、コンディショナー組成物、及び／又はリーブオントリートメントの
他の変形例が、本発明の趣旨及び範囲から逸脱することなく行われ得ることが理解される
であろう。本明細書における全ての部分、百分率、及び比率は、特に指定しない限り、重
量基準である。一部の成分は、供給元から希釈溶液として提供される場合がある。記載す
る量は、特に指定しない限り、活性物質の重量パーセントを反映する。
【０１４６】
　以下は、本明細書に記載するシャンプー組成物、コンディショナー組成物の非限定的な
例である。
【０１４７】
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【表２】

　１　低い水性粘度を有する天然ゴム由来のカチオン性ポリマー
　２　カチオン性合成コポリマー
　３　カチオン性植物由来ポリマー
【０１４８】
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【表３】

　１．所望の粘度に達するまで濃度を調整した
【０１４９】
　シャンプーゲルマトリクスの調製方法
　シャンプーゲルマトリクスは、脂肪アルコール及び界面活性剤を１：１～４０：１、あ
るいは２：１～２０：１、あるいは３：１～１０：１の比で合わせることにによって、形
成することができる。シャンプーゲルマトリクスの形成は、界面活性剤で脂肪アルコール
を水に分散させたものを脂肪アルコールの融点を超える温度まで加熱することを伴う。混
合プロセスの間に、脂肪アルコールは融解し、界面活性剤を脂肪アルコール滴に分配でき
るようになる。界面活性剤により、水も一緒に脂肪アルコール中に入る。これによって、
等方性脂肪アルコール滴が液晶相滴に変化する。混合物が鎖融解温度未満に冷却されると
、液晶相は、固体結晶質ゲルマトリクスに変換される。
【０１５０】

【表４】

【０１５１】
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【表５】

【０１５２】
【表６】

【０１５３】
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【表７】

　1　ベヘニルトリメチルアンモニウムメチルサルフェート（Ｆｅｉｘｉａｎｇ製）
　2　ベヘニルトリメチルアンモニウムクロリド、Ｇｅｎａｍｉｎ　ＫＤＭＰ（Ｃｌａｒ
ｉａｎｔ製）
　3　ＨＹ－３０５０（Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ製）
　4　ＨＹ－３０５１（Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ製）
　5　Ｙ－１４９４５；１０，０００ｃｐｓアミノジメチコーン（Ｍｏｍｅｎｔｉｖｅ製
）
　6　ＡＢＣ１４５９（Ｍｉｔｓｕｂｉｓｈｉ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ製）
【０１５４】
　データ
　ここで表２及び３を参照すると、驚くべきことに、毛髪から銅を除去し、銅が毛髪上に
付着するのを阻害するために用いたとき、ヒスチジンは、単純な界面活性剤シャンプーよ
りもゲルマトリクスシャンプーにおいてより優れた性能をもたらすことが見出された。性
能の差は、統計的に異なっていた。表２及び３における各Ｌｅｇの処方は、表４に見出す
ことができる。
【０１５５】
【表８】

　*　同じ文字でつながっていない濃度は、統計的に異なる。
【０１５６】
【表９】
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　*　同じ文字でつながっていない濃度は、統計的に異なる。
【０１５７】
【表１０】

【０１５８】
　データ試験方法（表２を参照）
　ヘアピースは、酸化的染毛剤で１回染色されていた。追加のブロンドの色合いを試験に
用いた。ヘアピースを、０．１グラム／リットル（７グレイン／ガロン）の水硬度（Ｃａ
／Ｍｇ）及び０．０６μｇ／ｇの銅イオンを含有する水道水で、２０洗浄サイクル繰り返
し洗浄した。各洗浄サイクルは、０．１ｇ／ｇのシャンプー（表５）をヘアピースに２回
塗布することからなっていた。各塗布は、シャンプーを毛髪に添加し、３０秒間乳濁させ
、続いて、３０秒間すすぐことからなっていた。次いで、０．１ｇ／ｇのシャンプーを再
塗布し、３０秒間乳濁させ、３０秒間すすぎ、次いで、乾燥するまで加熱ボックス（６０
℃）で乾燥させた。
【０１５９】
　１００ｍｇの毛髪のサンプルを、２ｍＬの高純度濃硝酸で一晩分解した。この分解混合
物は、１００μｇ／ｇのイットリウム内部標準（Ｉｎｏｒｇａｎｉｃ　Ｖｅｎｔｕｒｅｓ
，Ｃｈｒｉｓｔｉａｎｂｕｒｇ，ＶＡ，ＵＳＡ）１５０μＬも含有していた。分解後、サ
ンプルを１時間７０～８０℃に加熱し、室温に冷却して、脱イオン水で１５ｍＬに希釈し
た。ヘアピースの銅含量を、誘導結合プラズマ発光分析（ＩＣＰ－ＯＥＳ）によって求め
た。各Ｌｅｇについて、３つの異なるサンプルを分析した。
【０１６０】
　ここで表４を参照すると、驚くべきことに、毛髪から銅を除去し、銅が毛髪上に付着す
るのを阻害するために用いたとき、ヒスチジンを含むシャンプー及びコンディショナーレ
ジメンにおいて、ヒスチジンが驚くべきことにより優れた性能をもたらすことが見出され
た。性能の差は、統計的に異なっていた。ヒスチジンは、ＥＤＤＳよりも低い生成定数を
有するので、これら結果は、特に驚くべきことである（表１を参照）。表４における各Ｌ
ｅｇの処方は、表５及び６に見出すことができる。
【０１６１】
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【表１１】

　*　同じ文字でつながっていない濃度は、統計的に異なる。
【０１６２】
【表１２】

【０１６３】
【表１３】
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　データ試験方法（表４を参照）
　ヘアピースは、酸化的染毛剤で１回染色されていた。追加のブロンドの色合いを試験に
用いた。ヘアピースを、０．１グラム／リットル（７グレイン／ガロン）の水硬度（Ｃａ
／Ｍｇ）及び０．０６μｇ／ｇの銅イオンを含有する水道水で、２０洗浄サイクル繰り返
し洗浄した。各洗浄サイクルは、０．１ｇ／ｇのシャンプー（表５）をヘアピースに２回
塗布することからなっていた。各塗布は、シャンプーを毛髪に添加し、３０秒間乳濁させ
、次いで、３０秒間すすぐことからなっていた。過剰の水をヘアピースから搾り取り、次
いで、０．１ｇ／ｇのコンディショナーを塗布し（表６を参照）、３０秒間乳濁させ、次
いで、３０秒間すすいだ。ヘアピースを、乾燥するまで加熱ボックス（６０℃）で乾燥さ
せた。
【０１６５】
　１００ｍｇの毛髪のサンプルを、２ｍＬの高純度濃硝酸で一晩分解した。この分解混合
物は、１００μｇ／ｇのイットリウム内部標準（Ｉｎｏｒｇａｎｉｃ　Ｖｅｎｔｕｒｅｓ
，Ｃｈｒｉｓｔｉａｎｂｕｒｇ，ＶＡ，ＵＳＡ）１５０μＬも含有していた。分解後、サ
ンプルを１時間７０～８０℃に加熱し、室温に冷却して、脱イオン水で１５ｍＬに希釈し
た。ヘアピースの銅含量を、誘導結合プラズマ発光分析（ＩＣＰ－ＯＥＳ）によって求め
た。各Ｌｅｇについて、６つの異なるサンプルを分析した。
【０１６６】
　本明細書で開示する寸法及び値は、列挙された正確な数値に厳密に限られるとして理解
されるべきではない。むしろ、特に断らない限り、そのような各寸法は、記載された値及
びその値の周辺の機能的に同等の範囲の両方を意味するものとする。例えば、「４０ｍｍ
」として開示される寸法は、「約４０ｍｍ」を意味することを意図する。
【０１６７】
　本明細書で引用されているあらゆる文献は、あらゆる相互参照特許又は関連特許を含め
、明示的に除外されたり、別段に限定されたりしている場合を除き、その全体が参照によ
り本明細書に組み込まれる。いかなる文献の引用も、本明細書中で開示又は特許請求され
る任意の発明に対する先行技術であるとはみなされず、あるいはそれを単独で又は他の任
意の参考文献（単数又は複数）と組み合わせたときに、そのような発明全てを教示、示唆
、又は開示するとはみなされない。更に、本文書における用語の任意の意味又は定義が、
参照することによって組み込まれた文書内の同じ用語の意味又は定義と矛盾合する程度は
、本文書におけるその用語に与えられた意味又は定義が適用されるものとする。
【０１６８】
　以上、本発明の特定の実施形態を図示、説明したが、本発明の趣旨及び範囲から逸脱す
ることなく他の様々な変更及び改変を行いうる点は当業者には自明であろう。したがって
、本発明の範囲内に含まれるそのような全ての変更及び修正は、添付の特許請求の範囲に
て網羅することを意図したものである。
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